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はじめに 
 

わが国では、急激な少子高齢化の進展により、平成 27 年には国民の 4 人

に１人が高齢者になると予想されていますが、田辺市では、平成 17 年の国

勢調査において、すでに高齢化率が 25％を超え、国より 10 年早く、高齢化

が進んでいる状況にあります。 

田辺市では、こうした高齢社会に対応するとともに、合併後のまちづくり

の指針として、平成 19 年 3 月に「一人ひとりが大切にされ、幸せを実感で

きるまちづくり」を基本理念とした第 1 次田辺市総合計画を策定しました。 

その総合計画の柱のひとつである「安心して暮せるまち」では、高齢者が

いきいきと暮し、障害者が安心して暮し、子育てを支え、そして地域福祉を

はぐくむまちづくりを進める施策のひとつとしてバリアフリーの推進をあ

げています。 

田辺市バリアフリー基本構想は、そのバリアフリーの推進を具体化するも

のであり、｢高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律｣に基づ

き、ユニバーサルデザインの考え方を踏まえ、年齢や障害の有無に関係なく、

すべての市民が快適で安心して暮せるまちづくりをめざすものです。 

今後は、この基本構想に基づき、公共交通事業者や道路管理者、公安委員

会、その他の関係者と連携し、ハード、ソフト、両面からのバリアフリー化

に向け、積極的に取り組んでまいりますので、市民の皆様方のご理解、ご協

力を賜りますようお願いいたします。 

最後に、この基本構想の策定にあたり、大変なご尽力を賜りました田辺市

バリアフリー基本構想策定協議会の皆様方をはじめ、アンケート調査やヒア

リング調査、現地調査等を通して、貴重なご意見を賜りました市民の皆様方

並びに関係の皆様方に心からお礼を申し上げます。 

 
平成 20 年 3 月 

 

田辺市長 真 砂 充 敏 
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第１章 バリアフリー基本構想の策定にあたって 

 

１－１．バリアフリー基本構想策定の背景と目的 
 

１．バリアフリー基本構想策定の背景 

 

わが国では、平成 6 年に高齢化率が 14％を超え、平成 27 年には国民の４人に１人

が、平成 47 年には３人に１人が 65 歳以上の高齢者となると予測されています。 

平成 13 年に閣議決定された「高齢社会対策大綱」では、高齢者等すべての人が安

全・安心に生活し、社会参加できるよう、自宅から交通機関、まちなかまでハード・

ソフト両面にわたり連続したバリアフリー環境の整備を推進するため、ユニバーサル

デザインに配慮したまちづくりの総合的な推進を掲げています。 

また、わが国の在宅の障害者数(注１)は、身体障害、知的障害及び精神障害をあわ

せると約 643 万人と推計され、その数は増加する傾向にあります。発達障害について

は、これまで、全国的な調査がなくその数は公表されていませんが、田辺市で実施し

ている発達障害相談には多くの相談が寄せられていることからも、生活支援を必要と

している多くの発達障害者がいることが推測されます。 

平成 14 年に策定された国の「障害者基本計画」では、障害者は社会の対等な構成

員として人権を尊重されることから、障害者の社会への参加や参画を実質的なものと

するために、活動を制限し社会への参加を制約している諸要因を除去することを求め、

ユニバーサルデザインの観点から、すべての人にとって生活しやすいまちづくりを推

進するとしています。 

そのような中で、高齢者や障害者等の不特定多数が利用する建築物や公共交通機関

をバリアフリー化することを目的とする「高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる

特定建築物の建築の促進に関する法律(通称：ハートビル法)」(平成 6 年)や「高齢者、

身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律(通称：交通

バリアフリー法)」(平成 12 年)が施行され、バリアフリーのまちづくりが全国各地で

進められるようになりました。 

平成 18 年 12 月 20 日には、この２つの法律を一本化する法律として、「高齢者、障

害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」(以下｢バリアフリー新法｣という。)が

施行され、バリアフリー化を求める施設が道路や都市公園等にまで広げられたことに

より、建築物と駅などの旅客施設をつなぐ経路(道路等)を含めた重点整備地区内の一

体的な整備方針を示すことが可能となりました。 

 
(注 1)平成 19 年版障害者白書より 

在宅の障害者数は、身体障害児・者が約 333 万人(厚生労働省「身体障害児・

者実態調査」平成 13 年)、知的障害児・者が約 42 万人(厚生労働省「知的障害児

(者)実態調査」平成 17 年)、精神障害者が約 268 万人(厚生労働省「患者調査」

平成 17 年) 

 



第 １ 章  バリアフリー基本構想の策定にあたって 

 2

２．バリアフリー基本計画策定の目的 

 

田辺市でも、全国的な流れを受け、市民のニーズに対応したバリアフリーのまちづ

くりが課題となっています。「第１次田辺市総合計画」をはじめとする各種計画では、

一人ひとりが住み慣れた地域や家庭の中で共に助け合い、安心して暮らせる福祉のま

ちづくりを推進するために、バリアフリー化に取り組むことを掲げており、この具体

化のひとつとして、バリアフリー新法に基づく田辺市バリアフリー基本構想を作成す

るものです。 

この基本構想は、田辺市がバリアフリー化を進める際に抱えている重点整備地区内

の問題や課題を明らかにし、バリアフリー化を推進するための理念及び方針を定め、

バリアフリー化に向けた実施すべき事業等を示します。 
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１－２．バリアフリー基本構想策定の流れ 
 

田辺市バリアフリー基本構想の策定の流れは次のとおりです。 
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１－３．バリアフリー基本構想の位置づけ 

田辺市バリアフリー基本構想は、バリアフリー新法及び関連する法令や上位計画に

基づき作成するもので、ノーマライゼーション社会の実現のための理念や方針を定め、

市民の理解や協力のもと、重点整備地区内のバリアフリーに関する事業等の実施によ

りまちづくりを進める内容とします。 

基本構想に記載する特定事業及びその他の事業は、移動等円滑化のために必要な 

①公共交通移動等円滑化基準、②道路移動等円滑化基準、③建築物移動等円滑化誘導

基準並びに和歌山県福祉のまちづくり条例に従った基本構想とします。 

また、建築物をはじめ公共交通機関、駅舎、道路、公衆便所、交通施設（信号機な

ど）など多くの施設が対象になることから、基本構想の策定にあたっては、庁内の関

係課との調整や関係機関との連携が図られた内容とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連計画など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県福祉の

まちづくり条例 

第１次田辺市総合計画 

「 自 然 と 歴 史 を 生 か し た  新 地 方

都市 田辺」を目指して 

田辺市地域福祉
計画 

田辺市次世代
育成支援計画 

田 辺 市 高 齢 者
保健福祉計画 

田辺市障害者
計 画 及 び障 害
福祉計画 

田辺市バリアフリー基本構想 
・ 基本理念、基本方針の設定 
・ 重点整備地区等の設定 
・ バリアフリー化の整備方針 
・ バリアフリー整備計画 
・ 基本構想の推進方策 

 

 

 

 

 

 

 

紀 の国 障 害 者

プラン 

高 齢 者、障 害 者 等 の移 動 等 の

円滑化の促進に関する法律 

平成 18 年 12 月 20 日施行 

基本方針（主務大臣） 

移動等円滑化の意義及び目標 

・公共交通事業者、道路管理者、
路 外 駐 車 場 管 理 者 、公 園 管 理
者、特定建築物の所有者が移動
等の円滑化のために講ずべき措置
に関する基本的事項 

・市町村が作成する基本構想の指針
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１－４．高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律について 

 

１．「バリアフリー新法」の概要 

 「バリアフリー新法」の概要は次のとおりとなっています。 
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２．「バリアフリー新法」に基づくバリアフリー基本構想について 

 

(1) 基本構想に定める項目 

バリアフリー新法では、市町村は、市町村の区域内の重点整備地区について、

移動等円滑化に係る各種事業の重点的かつ一体的な推進に関する基本構想を作成

することができるとしています。 

   基本構想に定めるべき事項は、次のとおりとなっています。 

・重点整備地区における移動等円滑化に関する基本的な方針 

・重点整備地区の位置及び区域 

・生活関連施設及び生活関連経路並びにこれらにおける移動等円滑化に関する

事項 

・移動等円滑化のために実施すべき特定事業その他の事業に関する事項 

・上記事業に併せて実施する各種事業に関する事項やその他必要な事項 

 

(2) 重点整備地区について 

バリアフリー新法では、重点整備地区について、概ね 400ha(２㎞四方)未満の

地区で、生活関連施設のうち旅客施設や特別特定建築物が概ね３以上存在し、施

設等相互間の移動が通常徒歩であることが見込まれるとともに、重点的かつ一体

的な移動等円滑化を図るための事業を実施する必要があると認められる地区とし

ています。 

 

(3) 生活関連施設と生活関連経路について 

  生活関連施設とは、重点整備地区内にあり、高齢者、障害者等が相当数利用す

る旅客施設、官公庁施設及び福祉施設等をいいます。 

また、生活関連経路とは、この生活関連施設相互間を結ぶ道路、駅前広場等をい

います。 

 

(4) 特定事業について 

   特定事業とは、バリアフリー化のために実施される事業のうち、「バリアフリ

ー新法」に定められている事業をいいます。特定事業には、公共交通特定事業、

道路特定事業、路外駐車場特定事業、都市公園特定事業、建築物特定事業及び交

通安全特定事業があり、それ以外のバリアフリーの事業はその他の事業として位

置づけられています。 
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１－５．田辺市における関連計画について 
  

基本構想の策定に関係する田辺市の関連計画には、次のようなものがあります。 

 

法 律 内 容 

第１次田辺市総合計画 

(平成 19 年 3 月策定) 

「一人ひとりが大切にされ、幸せを実感できるまちづくり」

を基本理念に、「自然と歴史を生かした 新地方都市 田辺」

を将来像と定めました。 

福祉施策として、市民一人ひとりが住み慣れた地域や家庭

の中で、共に助け合い、安心して暮らせる福祉のまちづくり

を進めるため、保健福祉サービスの充実を図るとともに、地

域住民、福祉関係活動者と行政の協働によって、ともに生き

る「支えあいのふるさと」の実現を目指した、地域福祉活動

を推進します。また、ノーマライゼーションの理念を実現す

るため、あらゆる面でのバリアフリー（障壁のない社会）を

推進することを基本方針に据え、バリアフリーの推進に向け

た取り組みを展開します。 

〇バリアフリーの推進 

①心のバリアフリーの推進 

心のバリアフリーの推進に向け、学校や地域などあらゆる

機会を通じて、教育･啓発活動に取り組む。 

②公共施設等のバリアフリーの推進 

高齢者や障害者等が暮らしやすい地域社会はすべての

人々にとっても暮らしやすい地域社会であるとの認識のも

と、ユニバーサルデザインの理念や「高齢者、障害者等の

移動等の円滑化の促進に関する法律」、「和歌山県福祉のま

ちづくり条例」などに基づき、公共施設等のバリアフリー

化の推進に取り組む。 

田 辺 市 地 域 福 祉 計 画 

（平成 19 年 3 月策定） 

計画の基本理念を、「しあわせづくり・コミュニティづくり

に向けて－しあわせは 隣近所の 笑い声－」とし、「たなべ

あんしんネットワークの構築」を基本目標に掲げている。 

基本目標を達成するための基本方策 

①福祉課題発見の仕組みづくりと相談体制の整備 

②地域福祉のサービス活動の整備･拡充とネットワークづくり

③権利擁護の仕組みづくり 

④福祉を支えるひとづくり 

⑤福祉のまちづくり 

〇ユニバーサルデザイン化の推進 

高齢者や障害のある人のみならず、すべての住民が不自由

なく、より快適な生活を送ることができるようバリアフリー

及びユニバーサルデザイン化を推進していきます。 
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法 律 内 容 

田辺市次世代育成支援

行動計画  

(平成 17 年 5 月策定） 

「豊かな未来の創造に向け、子どもの健やかな成長をみん

なで支える社会の醸成」を基本理念とし、以下の４つの基本

目標を掲げている。 

①子育て家庭をみんなで応援するまち 

②子育てと社会参加が両立したまち 

③子育てを楽しむ環境が整ったまち 

④子どもが健康（すこやか）で安全に育つ安心できるまち 

〇子育てバリアフリー化の推進 

①安全な道路環境の整備 

通学路を中心として各種の交通安全施設の整備とともに、

段差の解消などにより安全、快適な道路環境整備を進めま

す。 

②子育てバリアフリー化の推進 

妊産婦から子ども連れをはじめとして、高齢者や障害者な

どすべての人が安心して外出できるよう公共公益施設など

で乳児のオムツ台や小児用トイレなどの子育て支援施設の

整備を促進します。 

田辺市高齢者保健福祉

計画 2006 

（平成 18 年度策定） 

○基本理念 

すべての高齢者が、人間としての尊厳をもって、生き生き

と安心して生活することのできる社会の実現をめざします。

また、市民一人ひとりが自らの努力により生活習慣病を予防

し、介護を要する状態にならないようにするとともに、ひと

り暮らし高齢者等が地域社会と関わりを持ち続けて生活する

ことを支援する施策に取り組み、活力ある高齢社会の形成を

めざします。 

○基本目標 

①高齢者の自己決定を尊重した施策の推進 

②活力ある高齢者像の構築（第二の現役世代） 

③要援護高齢者対策の推進 

④地域支援体制の構築 

⑤ノーマライゼーションの理念の確立 

○やさしいまちづくりの推進―都市基盤の整備 

高齢者･障害者の積極的な社会参加を促進し、快適かつ安心

できる日常生活を確保するためには、都市基盤の整備が必要

です。 

平成８年 10 月に制定された「和歌山県福祉のまちづくり条

例」及び同施行規則の整備基準に基づき公共的施設の整備が

行われていますが、今回、少子･高齢化の進展、ノーマライゼ

ーションの理念の浸透、ユニバーサルデザインの考え方の普

及などにより同施行規則が改正されました。障害者用トイレ

へのオストメイト対応設備や子育て支援設備の併設などユニ

バーサルデザインの観点から公共的施設や道路環境の整備を

一層促進します。 
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法 律 内 容 

田辺市障害者計画及び

障害福祉計画 

（平成 19 年 3 月策定） 

○計画の理念 

「だれもが安心を感じられる障害者福祉の実現」とし、以

下のように定めています。 

一般社会の中で障害のある人とない人が共に生きる社会

が普通の社会であるという「ノーマライゼーション」と、障

害があってもライフステージのすべての段階において社会経

済的に普通の生活を営むことを保障できるよう支援する「リ

ハビリテーション」の理念のもと、障害のある人もない人も、

お互いの個性を認め合い尊重し、それぞれの役割と責任を持

って共に社会の一員として、社会活動に参加し、安心して生

活を送ることができる社会の実現に向けて施策の推進を図っ

ていきます。 

○計画の視点 

①社会のバリアフリー化の推進 

②障害の特性を踏まえた利用者本位の支援の展開 

③総合的かつ効果的な施策の推進 

④制度の一元化とサービス基盤の整備 

○福祉のまちづくりの推進 

(1)やさしいまちづくりの推進 

①やさしいまちづくりの推進 

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」

や「和歌山県福祉のまちづくり条例」等の主旨に基づき、

公共施設や民間建築物等について、誰にでもやさしい建築

を推進します。 

②やさしいまちづくりの啓発 

・改正された「和歌山県福祉のまちづくり条例施行規則」に

ついて、新制度の趣旨が浸透するよう市民啓発を図ります。

・市民団体や障害者団体等が行う啓発活動と連携を図り、一

体的な啓発活動を推進します。 

・段差や見通しの悪いところなどで障害のある人や高齢者等

に対し、市民の誰もが自然に手助けすることができるよう、

心のバリアフリーの浸透に努めます。 

(2)生活環境の整備推進 

・改正された「和歌山県福祉のまちづくり条例施行規則」の

基準に基づき、公共施設へのスロープや障害者用トイレ、

手すりの設置、歩道の段差解消、点字ブロックの敷設等の

実施を継続し、快適な生活環境づくりに努めます。 

・都市公園をはじめとする市が管理する公園について、高齢

者、障害のある人が利用しやすいよう、整備に努めます。
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法 律 内 容 

田辺市障害者計画及び

障害福祉計画 

（平成 19 年 3 月策定） 

(3)情報提供の充実 

・「声の広報」や「点字版広報田辺」、ラジオでの「田辺市広

報タイム」等の充実を図り、視覚障害のある人への情報の

提供に努めます。 

・録音図書や点字図書、点字情報誌、大型活字図書等の充実

を図り、引き続き郵送配本サービスや自動車文庫を実施し

ます。 

・手話通訳者の設置や手話通訳者･奉仕員、要約筆記奉仕員の

派遣により、聴覚障害のある人のコミュニケーションの確

保を図ります。 

(4) 交通関連施設･道路等の整備 

・電車やバス等の交通機関について、障害のある人や高齢者

が安心して利用できるよう、施設や設備の整備を働きかけ

ます。 

・歩行者等の安全を確保するため、ガードレールやカーブミ

ラー、道路照明等、設備の整備に努めます。 

・歩行者や車椅子等での移動の妨げや点字ブロック等を隠し

てしまうことがないよう、自転車等の歩道への迷惑駐輪防

止の啓発に努めます。 

(5)障害のある人に優しい観光地作りの推進 

・障害のある人に配慮した観光案内版の設置、地図･パンフレ

ット等の作成、観光施設等の情報提供に努めます。 

・手話のできる観光ボランティアの育成等、観光地において

障害のある人をサポートする人材の確保に努めます。 

・各種観光施設や観光案内所等と保健･医療･福祉の窓口の連

携を図るなど、緊急時の対応が可能となる体制の整備に努

めます。 
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第２章 田辺市の概要 

 

２－１．位置・面積 

 

田辺市は紀伊半島の南西部、和歌山県の南部に位置しており、みなべ町、印南町、

日高川町、有田川町、新宮市、古座川町、白浜町、上富田町、奈良県野迫川村・十

津川村にそれぞれ隣接しています。 

西よりの海岸部に面した市街地を中心として、左会津川等に沿って中山間地域が

形成され、（主な水系としては日高川水系、富田川水系、日置川水系、熊野川水系

の 4 水系を抱える、広大な圏域となっています。） 

市域は東西約 45ｋｍ、南北約 46ｋｍ、総面積は約 1,026ｋ㎡であり、和歌山県全

域の約 22％と県内第 1 位の面積を占めています。 

海岸部に沿ってＪＲ紀勢本線が通っており、紀伊田辺駅から大阪市内への所要時

間は、約２時間となっています。また、田辺市街地から京阪神地域・関西国際空港

までは約２時間、南紀白浜空港から東京まで約 1 時間の時間距離にあり、さらに平

成 19 年 11 月 11 日には、阪和自動車道（みなべＩＣ～南紀田辺ＩＣ）が開通した

ことで、京阪神地域との時間距離が短縮されました。 

 

 田辺市位置図 
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２－２．土地・気候 

 

地形については、平野が少なく海岸部からすぐ山岳地帯へと移行しており、森林

面積が約 917ｋｍ²と全体の約 9 割を占めています。 

また、気候は、海岸部の温暖多湿な太平洋型気候から、紀伊山地に属する山岳が

連続する山間地の寒暖の差が激しい内陸型の気候まで広範囲にわたっており、年間

平均気温は 13.1 度から 17.1 度、年間降水量は 1,780mm から 2,860mm、年間日照時

間は 1,343 時間から 1,995 時間とかなりの地域差が見られます。 

 

 

２－３．人口の動向 

 

１．人口及び世帯数の推移 

 

田辺市の人口は、昭和 60 年をピークに年々減少傾向にあります。旧町村別では、

旧田辺市が 68,117 人と全体の 82.6％を占めています。 

平成 17 年の国勢調査では、田辺市の高齢化率は、25.2％と和歌山県の 24.1％、

全国平均の 20.1％を上回っており、高齢化が進んでいることを示しています。 

世帯数については、平成 17 年の国勢調査で 32,643 世帯となっており、年々増加

傾向にあります。 

 

◆人口の推移                           （単位：人） 

 昭和 55 年 

(1980 年) 

昭和 60 年

(1985 年)

平成２年

(1990 年)

平成７年

(1995 年)

平成 12 年 

(2000 年) 

平成 17 年

(2005 年)

田 辺 市 計 88,130 88,263 86,143 86,159 85,646 82,499

旧田辺市 69,575 70,835 69,859 70,246 70,360 68,117

旧龍神村 5,353 5,110 4,847 4,642 4,461 4,103

旧中辺路町 4,636 4,343 4,027 3,863 3,710 3,450

旧大塔村 3,512 3,351 3,181 3,285 3,246 3,259

 

旧本宮町 5,054 4,624 4,229 4,123 3,869 3,570

資料：国勢調査（各年 10 月１日） 

 

 

 

 

 



第 ２ 章  田辺市の概要 

 13

◆年齢別人口の推移                         （単位：人） 

 昭和 55 年 

(1980 年) 

昭和 60 年

(1985 年)

平成２年

(1990 年)

平成７年

(1995 年)

平成 12 年

(2000 年)

平成 17 年

(2005 年) 

全国平均

平成 17 年

総人口 88,130 88,263 86,143 86,159 85,646 82,499 ―

年少人口 

（14歳以下） 

20,569 

23.3％ 

19,055

21.6％

16,299

18.9％

14,544

16.9％

13,418

15.7％

11,843 

14.4％ 

―

13.7％

生産年齢人口 

(15～64歳) 

56,509 

64.1％ 

56,919

64.5％

55,599

64.5％

54,618

63.4％

52,710

61.5％

49,799 

60.4％ 

―

65.8％

老年人口 

（65歳以上） 

11,052 

12.5％ 

12,281

13.9％

14,185

16.5％

16,988

19.7％

19,483

22.7％

20,829 

25.2％ 

―

20.1％

資料：国勢調査（各年 10 月１日） 

 

◆世帯数の推移                         （単位：世帯） 

 昭和55年 

(1980年) 

昭和60年

(1985年) 

平成２年 

(1990年) 

平成７年 

(1995年) 

平成12年 

(2000年) 

平成17年

(2005年) 

田辺市計 27,646 28,417 29,133 31,033 32,459 32,643

旧田辺市 21,390 22,281 23,057 24,873 26,320 26,652

旧龍神村 1,631 1,595 1,627 1,669 1,635 1,605

旧中辺路町 1,600 1,574 1,549 1,520 1,529 1,498

旧大塔村 1,144 1,153 1,169 1,217 1,250 1,261

 

旧本宮町 1,881 1,814 1,731 1,754 1,725 1,627

資料：国勢調査（各年 10 月１日） 
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２．人口動態 

 

自然動態については平成 10 年度の増加以降、年々減少傾向にあり、特に平成 14

年度以降は死亡者数が出生者数を大きく上回っています。 

社会動態についても、転出者数が転入者数を大きく上回っており、特に平成 15

年度と 18 年度にはその傾向が大きくなっています。 

 

◆人口動態の推移                         （単位：人） 

自然動態 社会動態 
 

出生者数 死亡者数 増減① 転入者数 転出者数 増減② 

増減 

①＋② 

平成10年度 882 857 25 2,913 3,299 △386 △361

平成11年度 780 798 △18 3,014 3,219 △205 △223

平成12年度 809 823 △14 2,874 3,155 △281 △295

平成13年度 779 861 △82 2,816 3,094 △278 △360

平成14年度 759 859 △100 2,747 2,950 △203 △303

平成15年度 738 852 △114 2,622 3,194 △572 △686

平成16年度 675 923 △248 2,584 2,951 △367 △615

平成17年度 692 934 △242 2,356 2,759 △403 △645

平成18年度 648 936 △288 2,229 2,790 △561 △849

資料：田辺市 市民課 △：減少を示す 

 

３．和歌山県及び田辺市周辺市町の年齢別（３区分）人口 

 

平成 17年の国勢調査の年齢階層別人口を見ると、年少人口（０歳～14歳）は 14.4％、

生産年齢人口（15 歳～64 歳）は 60.4％、高齢人口（65 歳以上）は 25.2％となって

います。 

年少人口は、和歌山県平均 13.8％、を上回っていますが、田辺市周辺の上富田町

の 16.3％、みなべ町の 15.9％を下回っています。 

生産年齢人口は、和歌山県平均 62.0％、上富田町 64.4％を下回っていますが、み

なべ町 58.6％、白浜町 59.6％を上回っています。 

高齢人口は、和歌山県平均 24.1％、上富田町 19.3％を上回っていますが、みなべ

町 25.5％、白浜町 27.6％を下回っており、高齢化は和歌山県平均を約１ポイント上

回っていることを示しています。 
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◆年齢別人口                           （単位：人・％） 

0 歳～14 歳 15 歳～64 歳 65 歳以上 
 総数 

人口 比率 人口 比率 人口 比率 

和歌山県 1,035,969 142,670 13.8 642,428 62.0 249,473 24.1

和歌山市 375,591 50,646 13.5 241,442 64.3 82,838 22.1

田辺市 82,499 11,843 14.4 49,799 60.4 20,829 25.2

みなべ町 14,200 2,253 15.9 8,327 58.6 3,620 25.5

上富田町 14,775 2,408 16.3 9,513 64.4 2,854 19.3

白浜町 19,206 2,468 12.9 11,444 59.6 2,686 27.6

資料：平成 17 年国勢調査 

 

４．観光客の動向 

 

田辺市は、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に登録された「熊野古道」や「熊

野本宮大社」に代表される史跡や日本有数の秘湯、自然環境保全の象徴である天神

崎をはじめとして豊かな海など、人々の心とからだを癒す文化と自然にあふれた地

域であり、年間 350 万人を超える観光客が訪れています。 

 

◆観光客の状況                    （単位:人） 

全体  

日帰り 宿泊 合計 

平成 16 年 全市 

(内旧田辺市) 

3,204,140

(677,937)

444,128

(179,709)

3,648,268 

(857,646) 

平成 17 年 全市 

(内旧田辺市) 

3,753,472

(761,376)

410,231

(160,056)

4,163,703 

(921,432) 

平成 18 年 全市 

(内旧田辺市) 

3,200,046

(793,281)

380,577

(151,280)

3,580,623 

(944,561) 

資料：県観光振興課 
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２－４．田辺市における障害者の現状 
 

平成 19 年４月時点での障害者手帳所持者総数は 4,737 人、その内身体障害者手

帳所持者数は 3,799 人、療育手帳所持者数は 619 人、精神障害者保健福祉手帳所持

者数は 319 人となっています。 

手帳所持者総数に対する割合では、身体障害者手帳所持者が 8 割以上を占め、平

成 16 年から平成 19 年までの障害者手帳所持者は 358 人の増加となっています。 

 

◆障害種別手帳所持者数                      （単位：人） 

   

手帳所持者総数 身体障害者 

手帳所持者数 

療育手帳 

所持者数 

精神障害者保健

福祉手帳所持者数

平成 16 年 4,379 3,594 569 216

平成 17 年 4,512 3,660 599 253

平成 18 年 4,578 3,711 594 273

平成 19 年 4,737 3,799 619 319

※各年 4 月時点の数値 

１．身体障害者手帳所持者の状況 

 

平成 19 年の身体障害者手帳所持者を等級別に見ると、「１級」が 1,128 人（29.7％）

と最も多く、次いで、「４級」、「２級」の順になっています。 

障害種別では、「肢体不自由」が 2,107 人（55.5％）と最も多く、次いで、「内部

障害」、「聴覚障害」、「視覚障害」、「言語障害」の順になっています。 

 

◆等級別身体障害者手帳所持者数                 （単位：人） 

 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計 

平成 16 年 1,089 626 524 744 253 358 3,594

平成 17 年 1,094 650 539 766 251 360 3,660

平成 18 年 1,081 663 548 795 259 365 3,711

平成 19 年 1,128 665 558 830 250 368 3,799

※各年 4 月時点の数値 

 

◆障害種別身体障害者手帳所持者数               （単位：人） 

 視覚障害 聴覚障害 言語障害 肢体不自由 内部障害 計 

平成 16 年 283 518 54 1,960 779 3,594

平成 17 年 274 515 55 2,017 799 3,660

平成 18 年 267 509 55 2,069 811 3,711

平成 19 年 277 497 59 2,107 859 3,799

※各年 4 月時点の数値 
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２．療育手帳所持者の状況 

 

平成 19 年の療育手帳所持者の等級別では、「Ｂ１」が 193 人（31.2％）と最も多

く、次いで、「Ａ１」の 150 人（24.2％）の順になっています。 

 

◆等級別療育手帳所持者数                    （単位：人） 

 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

平成 16 年 138 140 175 116 569

平成 17 年 137 143 193 126 599

平成 18 年 129 143 186 136 594

平成 19 年 150 131 193 145 619

※各年 4 月時点の数値 

 

３．精神障害者保健福祉手帳所持者の状況 
 

平成 19 年の精神障害者保健福祉手帳所持者の手帳の等級別では、「２級」が 152

人（47.6％）と最も多くなっています。 

 

◆等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数             （単位：人） 

 １級 ２級 ３級 計 

平成 16 年 44 125 47 216

平成 17 年 49 144 60 253

平成 18 年 57 152 64 273

平成 19 年 45 152 122 319

※各年 4 月時点の数値 

 

４．発達障害者の状況 
 

バリアフリー新法での障害者の範囲は、身体障害者、知的障害者、精神障害者、

発達障害者を含むすべての障害者を対象としています。 

身体障害者、知的障害者及び精神障害者には、これまで記載したように、それぞ

れ身体障害者手帳、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳があり、それぞれの手帳

数により障害者数の把握ができますが、発達障害者には、同様の手帳の制度がない

ことから、その数の把握は困難な状況となっています。 

平成 14 年 2 月から 3 月にかけて、文部科学省が小・中学生を対象として実施した

調査では、知的障害はないものの、学習面や行動に著しい困難を持っているとした

児童・生徒の割合が 6.3%となっています。その数がそのまま発達障害の割合を示す

ものではありませんが、その中には、少なからず、発達障害が原因となっているも

のも含まれていることが推測されます。また、田辺市では、発達障害に関する相談

支援を実施していますが、そこには、多くの発達障害児者や家族等から相談が寄せ

られています。 
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第３章 重点整備地区等の設定 
 

３－１．重点整備地区の設定 
 

基本構想を策定するにあたり、重点整備地区、生活関連施設及び生活関連経路

をそれぞれ定める必要があります。 

重点整備地区は、田辺市のバリアフリー化に係る事業を重点的かつ一体的に推

進すべき地区であって、生活関連施設となる公共施設等を含む直径約１km の範囲

とします。（P20 参照） 

 

３－２．生活関連施設の設定 

 

重点整備地区内にある生活関連施設を以下の４施設とし、ＪＲ紀伊田辺駅を特

定旅客施設、他の３施設を特別特定建築物と設定します。（P20 参照） 

① ＪＲ紀伊田辺駅 

② 田辺市役所本庁舎 

③ 田辺市民総合センター 

④ 紀南文化会館 

ＪＲ紀伊田辺駅は、乗降客が 1 日 5,000 人以下ですが、バリアフリー新法施行

令第１条第３号に基づき〔参考〕以下の理由で特定旅客施設と位置づけます。 

・ＪＲ紀伊田辺駅周辺に所在する官公庁施設である市役所本庁舎や田辺市民総

合センターは高齢者、障害者等をはじめ不特定多数の利用者が多いため、Ｊ

Ｒ紀伊田辺駅について移動等円滑化のための事業を優先的に実施する必要

性が特に高い。 

・田辺市では、世界遺産となった熊野古道を訪れる観光客が多くなり、その玄

関口であるＪＲ紀伊田辺駅を観光地としてふさわしい施設にする必要が生じ

ている。 

 

〔参考：バリアフリー新法施行令第１条第３号〕 

当該旅客施設及びその周辺に所在する官公庁施設、福祉施設その他の施設の利用

の状況並びに当該旅客施設の周辺における移動等円滑化の状況からみて、当該旅客

施設について移動等円滑化のための事業を優先的に実施する必要性が特に高いと認

められるものであること 
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３－３．生活関連経路の設定 

 

生活関連経路は、生活関連施設間を結ぶ経路とし、以下のとおり設定します。 

（P20 参照） 

 

生活関連経路の位置づけ 道路の名称（通り名等） 
P20 経

路番号

１．ＪＲ紀伊田辺駅と田辺市

役所本庁舎を結ぶ経路 

・県道紀伊田辺停車場線（駅前通り） 

・県道田辺龍神線 

・県道文里湊線（アオイ通り、田辺大通り） 

・市道元町江川文里港線 

① 

② 

③④ 

⑨ 

２．ＪＲ紀伊田辺駅と田辺市

民総合センターを結ぶ経

路 

・県道秋津川田辺線（駅前新通り） ⑦ 

３．紀南文化会館と田辺市民

総合センターを結ぶ経路 

・県道田辺龍神線 

・市道扇ヶ浜龍神橋線 

⑥ 

⑩ 

４．生活関連施設相互間と連

結し、回遊性を向上させる

ための経路として市民及

び観光客が多く利用する

経路 

・県道田辺龍神線（海蔵寺通り、銀座通り） 

・県道田辺白浜線（湊本通り） 

・市道湊栄町 1 号線（湊本通り、北新町、栄町） 

・市道湊 70 号線 

・市道下屋敷文里港線（宮路通り） 

⑤ 

⑧ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

※県道の名称については、本来「主要地方道」又は「一般県道」などの分類があ

りますが、本基本構想においては、総称して「県道」といたします。 

 

 

 



N

田辺市民総合センター

紀南文化会館

紀伊田辺駅

田辺市役所本庁舎

重点整備地区

生活関連経路

生活関連施設

⑪

⑥

⑫

①

②

④

⑤

⑦

⑬

⑨

⑩

③
⑧

通        称

① 紀伊田辺停車場線 駅前通り

② 田辺龍神線 －

③ 文里湊線 アオイ通り

④ 文里湊線 田辺大通り

⑤ 田辺龍神線 海蔵寺通り・銀座通り

⑥ 田辺龍神線 －

⑦ 秋津川田辺線 駅前新通り

⑧ 田辺白浜線

⑨ 元町江川文里港線 －

⑩ 扇ケ浜龍神橋線 －

⑪ 湊栄町１号線 北新町・栄町・湊本通り

⑫ 湊70号線 －

⑬ 下屋敷文里港線 宮路通り

県

道

市

道

名       称

湊本通り

0 300 ｍ200100

重点整備地区図

20



第 ４ 章 生活関連施設及び生活関連経路の現況調査 

 21

第４章 生活関連施設及び生活関連経路の現況調査等 

 

４－１．生活関連施設及び生活関連経路の調査項目 

 

重 点 整 備 地 区 内 の 、 生 活 関 連 施 設 及 び 生 活 関 連 経 路 の 調 査 対 象 は 下 表  

の と お り と な っ て い ま す 。  

 

１．生 活 関 連 施 設  

種別 名称 調 査 項 目  

特定旅客施設 ＪＲ紀伊田辺駅 

・段差解消･･･エレベーター、エスカレーターの設置 

・視覚障害者の転落防止のためのホーム柵や視覚障

害者用誘導ブロックの整備等 

・障害者対応型便所の設置等 

・運行情報等公共交通機関を利用する上で必要な情

報提供をするための設備の整備･･･視覚情報、文

字情報等の適切な情報 

⇒路線案内、運賃案内及び運行情報、緊急時情報

等 

田辺市役所本庁舎 

官公庁施設 

田辺市民総合センター

劇場・観覧場 紀南文化会館 

・不特定かつ多数の者が利用する施設における下記

の項目 

①出入口②廊下等③階段④傾斜路⑤エレベーター 

⑥便所⑦敷地内通路⑧駐車場⑨誘導ブロック等 

・エレベーターその他の昇降機、便所、駐車施設の

付近に移動等円滑化のための主要な設備があるこ

とを表示する標識の設置状況 

・建築物又は敷地に移動等円滑化のための主要な設

備の配置案内設備 

・建築物又は敷地に当該建築物の案内設備を設ける

場合、道等から当該案内施設までの主たる経路の

視覚障害者移動等円滑化経路 
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２．  生活関連経路  

 

幅 員 （ｍ）  
路 線 の名 称  

幅 員  歩 道 幅
区 間 （通 り名 等 ） 調 査 項 目  

紀 伊 田 辺 停 車 場

線 
9.1 3.0、2.9 駅前通り 

田辺龍神線 9.0 3.0×2 アオイ通り 

田辺龍神線 ※ 工事中 海蔵寺通り 

田辺龍神線 11.0 5.0×2 銀座通り 

田辺龍神線 9～10 2.5×2 銀座通り角～栄町交差点 

田辺龍神線 9～10 2.5×2 
栄町交差点～ 

国民生活金融公庫角 

文里湊線 11.2 2.8×2 アオイ通り 

文里湊線 9.1 4.5×2 
アオイ通り交差点～ 

扇ヶ浜交差点 

秋津川田辺線 5.8～6.4 ― 
国民生活金融公庫～ 

ＪＲ紀伊田辺駅 

県 

道 

田辺白浜線 6.7 ― 湊本通り 

元 町 江 川 文 里 港

線 
10～15 1.0 

扇ヶ浜交差点～ 

紀南文化会館 

扇ヶ浜龍神橋線 12.3 
1.3～

1.5 
紀南文化会館横 

扇ヶ浜龍神橋線 3.2～12.3 
１部あり

2.5×2 

紀南文化会館角～ 

田辺郵便局 

扇ヶ浜龍神橋線 7～10 2.5×2 田辺郵便局～銀座通り角 

湊栄町１号線 5.4～6.06 ― 
湊本通り 

北新町、栄町 

下屋敷文里港線 9.1～9.2 ― 宮路通り 

・歩道等 

 →有効幅員、舗装、

勾配、 

歩車分離、高さ等

  誘導ブロック 

・信号機等 

 →音響信号機、 

高齢者等感応信

号機等 

・道路標識等 

 →歩行者用道路の

道路標識、横断

歩道の道路標示

等 

・バス停 

・照明施設 

・違法駐車等 

・路上の障害物等 

・休憩施設等 

 

市 

 

道 

 

湊 70 号線 7.8～8.3 ―   
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３．その他  

 

 調  査  項  目  

ＪＲ紀伊田辺駅前広場 

・駅前全体、バスルート、バス時刻表、便所の案内表示 

・駐車場、電話ボックスの構造等 

・バス停へのアクセス、段差の状況 

・歩道や横断歩道の構造及び誘導ブロックの状況  

扇ヶ浜公園 

カッパーク内便所 

扇ヶ浜ビーチハウス便所 

扇ヶ浜海岸駐車場便所 

会津公園便所 

とうけい公園便所 

・床の仕上げ、段差 

・水洗の操作方法 

・出入口、腰掛便座、手すり、洗浄設備の設置状況及び構造 

・障害者対応型便所の構造及び案内表示 
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４－２．現況調査 

 

１．調 査 項 目  

重点整備地区内の調査は、「移動等の円滑化のために必要な道路の構造に関する

規準を定める省令」及び「高齢者、障害者等が円滑に利用できるようにするために

誘導すべき建築物特定施設の構造及び配置に関する基準を定める省令」の基準に基

づき、下記の項目について実地調査を行いました。 

 

 

２．調査結果 

項目ごとの調査結果の概要は次のとおりでした。 

 

(1)生 活 関 連 施 設  

 

① 特 定 旅 客 施 設  

 

施設名  
公 共 用

通路  
出入口 通路  傾斜路

障害者

用エレ

ベーター
階段

照明

施設

誘導

ブロック

運行状

況提供

設備  

標識  案内板
障害者

用便所

適 適 適 あり なし あり 適 あり 
電光掲

示板あり 
あり あり なし 

駅前広場の案内板 ホームの点字ブロック 
階段（左側柱に職員呼び

出しボタン有り） 
階段横の狭くなったホーム

   

駅構内便所の 

入口の段差 

駅構内便所の表示 

（点字表示がある） 

電光掲示による 

運行情報提供設備 

運賃表示板 

（券売機の上） 

ＪＲ紀伊 

田辺駅 
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案内表示 障害者用便所 

施設名 
位置 和洋別 点字 

洋式便器 手荷物棚
手すり 便器洗浄装置

手洗い

の位置 

非常呼び 

出しボタン 

乳幼児用

設備 

あり なし あり なし あり あり
レバー式 

便器の後ろ
適 なし 

障害者用便

所内にあり 

・便 所 の案 内 表 示 が自 動 販 売 機 に隠 れてわかりにくい 
・障 害 者 用 便 所 には、トイレットペーパーがなく、入 口 の鍵 がかかりにくい 

自動販売機奥の 

障害者用 便所入口 
便所の入口案内表示 障害者用便所内部 

ＪＲ紀伊田辺

駅構外便所 

 

 

②田辺市役所本庁舎、田辺市民総合センター、紀南文化会館 

 

施設名 出入口 廊下 階段 
障害者用 

エレベーター

障害者用   

便所 
敷地内通路 案内表示 

障害者用 

駐車場 

誘導ブロック  

あり 
適 

点字表示

あり 
あり あり 

誘導ブロック

あり 

文字案内表示

及び受付あり 
あり 

案 内 表 示  受 付 カ ウ ン タ ー  記 載 台  階 段  

田辺市役所 

本庁舎 
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施設名 出入口 廊下 階段 
障害者用  

エレベーター

障害者用

便所 

敷地内 

通路 
案内表示 

障害者用

駐車場

誘導 

ブロックあり 
適 

点字表示

あり 
あり あり 

誘導 

ブロックあり

文字・点字

案内表示

あり 

あり 

出入口 点字表示のある案内板 障害者用便所の内部 階段手すり点字表示

田辺市民 

総合センター 

 

  

施設名 出入口 廊下 階段 
障害者用  

エレベーター

障害者用  

便所 

敷地内  

通路 
案内表示 

障害者用

駐車場

スロープ 

あり 
適 

点字表示

なし 
あり あり 適 

文字案内 

あり 
あり 

入口へのスロープ エレベーターの点字表示 障害者用便所 
最後尾の車いす用客席

に設けられたリフト 

紀南 

文化会館 
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(2)生活関連経路 

 

重点整備地区内の生活関連経路については、路側帯や歩道上に電柱や道路標識の設置、

自転車、バイク、車などの路上駐車が多くなっています。 

 

 経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり 交差点部のみあり 音声信号 連続してあり 店舗前 

・全体に歩道整備はされており、店舗前にベンチが置かれている 

歩道上に設置された信号 歩道上の自転車･バイク 店舗前に設置されたベンチ 

 

紀伊田辺停車場線 

（駅前通り） 

 

 

 

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり あり 音声信号 連続してあり なし 

歩道上の電柱   

田辺龍神線 

（アオイ通り） 

  

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

田辺龍神線（海蔵寺通り）

現在工事中 
― ― ― ― ― 

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり あり なし 連続してあり あり 

・歩道上にベンチ、商店街の案内板が設置されている 
・建物 1 階のセットバックが連続しており、アーケード機能を担っている 

歩道に設置された個人の店舗
の「自由にトイレをお使いくださ
い」と書かれた看板 

セットバックされた建物 歩道上に設置されたベンチ 

県 

 

道 

 

田辺龍神線 

（銀座通り） 
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経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり あり 音声信号 あり なし 

歩道の様子 歩道のすりつけ部  

田辺龍神線 

（銀座通り角～ 

栄町交差点） 

 

 

 

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり あり 
音声信号 

(思いやり信号)
あり なし 

思いやり信号 交差点角歩道のすりつけ部 整備された歩道 

田辺龍神線 

（栄町交差点～国民生

活金融公庫交差点角）

  

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり あり 音声信号 あり なし 

アオイ通り商店街の交差点 歩道上に設置された車止め 歩道上の看板と交通標識 

県 

 

道 

文里湊線 

（アオイ通り） 
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経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり 交差点部のみあり 音声信号 あり 木のベンチあり 

歩道上に設置された木のベンチ 歩道のすりつけ部の点状ブロック 破損した歩道のレンガ 

文里湊線 

（アオイ通り交差点～ 

扇ヶ浜交差点） 

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

なし なし 駅前にあり あり なし 

・路側帯上に自転車･バイク・車等の駐車及び電柱などの障害物が多い 

・全体に溝蓋がデコボコしており、グレーチングの幅が広い 

・溝蓋の破損箇所が多い 

路上の電柱と看板 幅が広いグレーチング 破損した溝蓋 秋津川田辺線 

（国民生活金融公庫～

ＪＲ紀伊田辺駅） 

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

なし なし なし あり なし 

歩道のない通り 設置された街灯 

県 
 
道 

田辺白浜線 
（湊本通り） 
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経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり 
交差点部に 

あり 

音声信号 

（思いやり信号）
あり なし 

・道路標識や植栽が歩道を狭くしている 
・点字案内表示の位置が分かりにくい 
・市役所前歩道に段差あり 
・誘導ブロックが浮いている 
・歩道が狭い 

張り出した植栽 段差のある歩道 浮いた誘導ブロック 

元町江川文里港線 
（扇ヶ浜交差点～ 

紀南文化会館交差点）
 

  

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

片側のみ なし 音声信号 あり なし 

歩道のすりつけ部 歩道上の電柱  

扇ヶ浜龍神橋線 
（紀南文化会館横） 

 

 

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

郵便局近くに 

あり 
歩道上にあり ― あり なし 

・溝蓋のないところが多く、あるところも溝蓋の幅が広い 

破損した溝蓋 溝蓋のない通り 
歩道整備された通りから 

歩道のない通りへの交差点 

市 

 

道 

扇ヶ浜龍神橋線 

（紀南文化会館～ 

田辺郵便局角） 
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経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

あり あり 音声信号 あり なし 

歩道上の電柱 郵便局横の歩道  

扇ヶ浜龍神橋線 

（田辺郵便局～ 

銀座商店街角） 

 

  

 

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

なし なし 音声信号 連続してあり なし 

・車、バイクの交通量が多い 

・路側帯上に停められたバイクや自転車 

・溝蓋のグレーチングの幅が広い 
紀陽銀行前バス停の 

上屋とベンチ 
連続した街灯  

湊栄町 1 号線 

（北新町～栄町）  

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

なし なし なし あり なし 

通りの両側にバイク、 

自転車が停まっている 
路側帯上の電柱  

 

 

 

 

湊栄町 1 号線 

（湊本通り） 

 

経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

なし なし 音声信号 あり なし 

･闘鶏神社への参道としての特色を持つ 

路上に止めてある車 闘鶏神社前のバス停のベンチ  

市 

 

道 

下屋敷文里港線 

（宮路通り） 
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経 路 歩道整備 誘導ブロック 信号機 照明施設 休憩施設 

なし なし なし あり なし 

道路の状況 溝蓋および幅の広いグレーチング  

市 

 

道 
湊 70 号線 

 

 

 

 

(3)その他 

 

①ＪＲ紀伊田辺駅前広場 

・３社のバス会社が乗り入れていますが、バス停が会社ごとに分かれています。 

 
駅構内の床に書かれた 

バス乗り場案内表示 
バス案内所（龍神バス）の状況 バス乗り場に置かれたベンチ 

 

横断歩道の状況 障害者用駐車場 誘導ブロック 

歩道との間が谷状になり、 

歩道が傾斜している 

横にフラワーボックスがあり 

幅が足りない 
誘導ブロックが途中で切れている 
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②公衆便所 

 

公衆便所はＪＲ紀伊田辺駅構外便所の他に５ケ所に設置されています。 

 

案内表示 障害者用便所 

設置場所 
位置 和洋別 点字 

洋式便器 手荷物棚 
手すり 

便器洗浄

装置 

手洗いの 

位置 

非常呼び 

出しボタン 

乳幼児

用設備

なし なし なし なし かご有 あり 便器の後ろ 適 あり なし 

・障害者用便所の入口にレールがあり、鍵がない 

全景 

（中央が障害者用便所） 
障害者用便所入口 障害者便所内部 

扇ヶ浜公園 

カッパーク内 

 

 

 

案内表示 障害者用便所 

設置場所 
位置 和洋別 点字 

洋式便器 手荷物棚
手すり 

便器洗浄 

装置 

手洗いの

位置 

非常呼び 

出しボタン 

乳幼児用

設備 

あり あり なし なし あり あり センサー式 適 あり あり 

障害者用便所の案内表示 障害者用便所の内部 オストメイト対応トイレ 

扇ヶ浜 

ビーチハウス 
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案内表示 障害者用便所 

設置場所 
位置 和洋別 点字 

洋式便器 手荷物棚
手すり

便器洗浄 

装置 

手洗いの

位置 

非常呼び 

出しボタン 

乳幼児用

設備 

なし なし なし なし なし あり 
便器の後ろに

あり 
適 あり 

障害者用便

所にあり 

全景 

（中央が障害者用便所） 
障害者用便所内部 

障害者用便所に設置されたベ

ビーベッド 

扇ヶ浜海岸 

駐車場 

案内表示 障害者用便所 

設置場所 
位置 和洋別 点字 

洋式便器 手荷物棚
手すり

便器洗浄 

装置 

手洗い

の位置 

非常呼び 

出しボタン 

乳幼児用

設備 

なし なし なし なし なし あり 
便器の後ろに

あり 
適 なし なし 

全景 

（右手前が障害者用便所） 
障害者用便所内部 一般便所の入口 

会津公園 

案内表示 障害者用便所 

設置場所 
位置 和洋別 点字 

洋式便器 手荷物棚
手すり

便器洗浄 

装置 

手洗い

の位置 

非常呼び 

出しボタン 

乳幼児用

設備 

なし なし なし なし なし あり 
便器の後ろに

あり 
適 なし なし 

全景 

(中央が障害者用便所) 
障害者用便所内部  女子用便所内部 

とうけい公園 
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４ － ３ ． 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果  

 

１．調査の目的 

 

田辺市バリアフリー基本構想の策定に向け、重点整備地区内の移動等の円滑化に

向けた課題を抽出するため、65 歳以上の高齢者および障害者、妊産婦等の外出状況

についてのアンケート調査を行いました。 

 

２．調査方法 

 

 (1) 調査期間    平成 19 年 9 月 12 日～9 月 26 日 

(2) 調査対象者   田辺市内在住の 65 歳以上の高齢者、 

身体障害者手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳所持者 妊産婦 

(3) 調査方法    郵送により配布（妊産婦は直接配布）、回収 

(4) 配布票数    1,020 通   

 発送数 有効回収数 有効回答率 

65 歳以上の高齢者 300

身体障害者手帳・療育手帳・

精神保健福祉手帳所持者 

700

妊産婦 20

合計 1,020

    

 

  504 

 

   

49.4% 

 

 (5) 調査項目 

① 外出の頻度 

② 外出の目的 通勤・通学、買い物、病院等への通院、デイサービスや作業所 

③ 外出時の交通手段 

④ 路線バスを利用するとき困っていること 

⑤ 外出時の同伴者の有無 

⑥ 外出先の情報入手手段 

⑦ 安心して外出するために必要なこと 

⑧ 車いす使用者用駐車場の利用に関すること 

⑨ 障害者用便所の利用に関すること 

⑩ 重点整備地区内の施設等に利用に関すること  

→ＪＲ紀伊田辺駅、田辺市役所、田辺市民総合センター、紀南文化会館 

⑪ 重点整備地区内で外出時に困っていること 

⑫ 回答者の属性  年齢、性別、住まい、外出時の状況 
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３ ． 調 査 結 果 〔 主 な 内 容 〕  

 

アンケート調査結果から、重点地区内のバリアフリー化に関する主なものを整理

しました。 

 

(1) 紀伊田辺駅を利用の際に駅舎内やホームなどで特に困っていることは何です

か。（複数回答） 

 

「エレベーターやエスカレーターがない」と答えた人が最も多く 69.2％となっ

ています。次いで、「階段などの段差がある」32.5％、「障害者が利用できる便所

がない」25.6％、「改札口の幅が狭い」22.3％となっています。 

 

Ｎ＝305 

59

46

49

78

15

8

47

37

14

20

10

11

68

30

23

34

99

211

19.3%

15.1%

16.1%

25.6%

4.9%

2.6%

15.4%

12.1%

4.6%

6.6%

3.3%

3.6%

22.3%

9.8%

7.5%

11.1%

32.5%

69.2%

0 50 100 150 200 250

その他

駅舎内の人的サポートが不十分である

ベンチがない

障害者が利用できる便所がない

カウンターが高すぎる

電光掲示板が分かりにくい

券売機が利用しにくい

路線図や料金表が分かりにくい

筆談道具がない

案内標識が分かりにくい

音声案内がない

誘導ブロックや点字案内などの設備がない

改札口の幅が狭い

通路の幅が狭い

照明が暗い

通路や階段に手すりがない

階段などの段差がある

エレベーターやエスカレーターがない
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 (2) 田辺市役所本庁舎で特に困っていることは何ですか。（複数回答） 

 

「出入口に段差がある」と答えた人が最も多く 43.3％となっています。次いで

「人的サポートが不十分である」18.1％、「車いす使用者用駐車場が使いにくい」

16.7％、「案内標識が分かりにくい」と「障害者用便所が利用しにくい」が 15.3％

となっています。 

 

  

 

Ｎ＝215 

61

39

36

28

6

16

33

19

1

11

16

16

33

4

24

7

93

0.5%

43.3%

3.3%

11.2%

1.9%

15.3%

7.4%

7.4%

5.1%

8.8%

15.3%

7.4%

2.8%

13.0%

16.7%

18.1%

28.3%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他

人的サポートが不十分である

車いす使用者用駐車場が使いにくい

案内板やお知らせ板の文字が小さくて分かりにくい

通路や階段の手すりの点字表示の位置が
分かりにくい

授乳やオムツの交換場所がない

障害者用便所が利用しにくい

通路幅が狭い

窓口カウンターの位置が低すぎる

筆談道具がない

窓口カウンターの位置が高すぎる

音声案内が分かりにくい

案内標識が分かりにくい

点字案内板の位置が分かりにくい

内部の照明が暗い

敷地内に誘導ブロックがない

出入口に段差がある
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 (3) 市民総合センターで特に困っていることは何ですか。（複数回答） 

 

「案内標識が分かりにくい」31.1％、次いで、「多目的便所が利用しにくい」

24.6％、「人的サポートが不十分である」20.2％、「出入口に段差がある」17.5％

となっています。 

 

  

  

Ｎ＝183

44

37

18

15

6

10

45

8

2

5

6

9

57

2

31

5

32

24.0%

20.2%

9.8%

8.2%

3.3%

5.5%

24.6%

4.4%

1.1%

2.7%

3.3%

4.9%

31.1%

1.1%

16.9%

2.7%

17.5%

0 10 20 30 40 50 60

その他

人的サポートが不十分である

車いす使用者用駐車場が使いにくい

案内板やお知らせ板の文字が小さくて分かりにくい

通路や階段の手すりの点字表示の位置が
分かりにくい

授乳やオムツ交換の場所がない

多目的便所が利用しにくい

通路幅が狭い

窓口カウンターの位置が低すぎる

筆談道具がない

窓口カウンターの位置が高すぎる

音声案内が分かりにくい

案内標識が分かりにくい

点字案内板の位置が分かりにくい

内部の照明が暗い

敷地内に誘導ブロックがない

出入口に段差がある
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(4) 紀南文化会館で特に困っていることは何ですか。 （複数回答） 

 

「駐車場が遠い」42.7％、次いで「屋外のスロープが使いにくい」27.7％、「人

的サポートが不十分である」21.1％、「車いす対応の客席の位置が不適切である」

17.4％、「障害者用便所が利用しにくい」13.1％となっています。 

 

 

Ｎ＝213 

52

45

19

12

37

12

12

28

5

8

9

19

4

91

59

24.4%

21.1%

8.9%

56.3%

17.4%

5.6%

5.6%

13.1%

2.3%

3.8%

4.2%

8.9%

18.8%

42.7%

27.7%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他

人的サポートが不十分である

聴覚障害者のためのサービスが不十分である

視覚障害者のためのサービスが不十分である

車いす対応の客席の位置が不適切である

授乳やオムツ交換の場所がない

案内板やお知らせ板の文字が小さくて分かりにくい

障害者用便所が利用しにくい

通路や階段の手すりの点字表示が分かりにくい

音声案内が分かりにくい

筆談道具がない

案内標識が分かりにくい

点字案内板の位置が分かりにくい

駐車場が遠い

屋外のスロープが使いにくい
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 (5) 重点整備地区内で外出時に困っていることは何ですか。【道 路】 （複数回答） 

 

「歩道のない箇所が多い」53.2％、「道路に障害物が多い（駐輪・駐車、看板な

ど）」46.8％、「道路に段差や凸凹がある」40.4％、「道幅が狭い」39.2％、「道路

の溝蓋等に車輪や杖がはまりやすい」29.6％となっています。 

 

 

 

 

Ｎ＝250  

46

24

37

117

98

23

10

28

74

37

101

133

18.4%

9.6%

14.8%

46.8%

39.2%

9.2%

0.4%

11.2%

29.6%

14.8%

40.4%

53.2%

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

カーブミラーが設置されていても障害者にとって使いにくいものがある

カーブミラーなどがないため見通しの悪い交差点が多い

道路に障害物が多い（駐輪･駐車、看板など）

道幅が狭い

誘導ブロックが歩行の妨げになる（車いすやベビーカーの通行を含む）

誘導ブロックが不十分である

道路の材質が滑りやすい

道路の溝蓋等に車輪や杖がはまりやすい

勾配がきつい

道路に段差や凸凹がある

歩道のない箇所が多い
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(6) 重点整備地区内で外出時に困っていることは何ですか。【交差点や信号】  

（複数回答） 

 

「信号機のない交差点がある」46.0％、次いで「交差点に段差がある」32.5％、

「押しボタン式信号機が少ない」19.0％、「音声案内の信号機が少ない」18.3％、

「交差点の誘導ブロックが分かりにくい」10.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 重点整備地区内で外出時に困っていることは何ですか。【案内標識】      

  （複数回答） 

 

「案内標識のないところが多い」57.4％、「案内標識の文字や内容が分かりにく

い」38.3％、「案内標識の色が分かりにくい」17.0％、「点字の案内表示がない」

7.4％となっています。 

案内標識の文字や内容、色を合わせると 55.3％の人が「案内標識が分かりに

くい」と感じています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ＝126 

Ｎ＝94 

21

24

23

58

13

41

16.7%

19.0%

18.3%

46.0%

10.3%

32.5%

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

押しボタン式信号機が少ない

音声案内の信号機が少ない

信号機のない交差点がある

交差点の誘導ブロックが分かりにくい

交差点に段差がある

14

16

7

36

54

14.8%

17.0%

7.4%

38.3%

57.4%

0 10 20 30 40 50 60

その他

案内標識の色が分かりにくい

点字の案内表示がない

案内標識の文字や内容が分かりにくい

案内標識のないところが多い
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(8) 路線バスを利用するとき特に困っていることは何ですか。（複数回答） 

 

① バス停      

「バス停に屋根やベンチがない」と答えた人が最も多く 63.6％となっています。

次いで、「歩道のない場所のバス停が危険である」32.7％、「時刻表や案内表示が

分かりにくい」25.5％、「バス停の場所が分かりにくい」14.5％となっています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

② 駅前バス乗り場  

「行き先案内が分かりにくい」と答えた人が最も多く 52.4％となっています。

次いで、「誘導ブロックが整備されていない」21.4％、「音声案内がない」14.3％、

「点字案内がない」2.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎ＝55 

Ｎ＝55 

16

8

14

35

18

29.1%

14.5%

25.5%

63.6%

32.7%

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

バス停の場所が分かりにくい

時刻表や案内表示が分かりにくい

バス停に屋根やベンチがない

歩道のない場所のバス停が危険である

4

6

1

22

9
21.4%

52.4%

2.4%

14.3%

9.5%

0 5 10 15 20 25

その他

音声案内がない

点字案内がない

行き先案内が分かりにくい

誘導ブロックが整備されていない
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③ バス車両     

「車いすで乗り込めない」と答えた人が最も多く 42.5％、次いで「文字による

案内が分かりにくい」22.5％、「音声案内が聞き取りにくい」10.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

(9) 公益施設〔公衆便所、公園、ベンチ、日陰など〕 （複数回答） 

   

「道路などにベンチや木陰など休憩できる場所がない」57.6％、次いで「木陰

やベンチなどが整備された公園が少ない」40.6％、「障害者が利用できる公衆便所

が少ない」40.2％、「公衆便所が少ない」37.1％となっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ＝55 

Ｎ＝229 

10

4

9

17

25.0%

10.0%

22.5%

42.5%

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

その他

音声案内が聞き取りにくい

文字による案内が分かりにくい

車いすで乗り込めない

19

132

93

92

85

8.3%

57.6%

40.6%

40.2%

37.1%

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

道路などにベンチや木陰など休憩できる
場所がない

木陰やベンチなどが整備された
公園が少ない

障害者が利用できる
公衆便所が少ない

公衆便所が少ない
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(10) 駐車場・駐輪場  （複数回答） 

 

「地区内に駐車場が少ない」と答えた人が最も多く 66.0％、次いで「車いす

使用者用駐車場等を設置していても駐車台数が少ない」32.7％、「地区内に駐輪

場が少ない」32.0％となっています。 

 

7

47

48

97

4.8%

32.0%

32.7%

66.0%

0 20 40 60 80 100 120

その他

地区内に駐輪場が少ない

車いす使用者用駐車場等を設置していても

駐車台数が少ない

地区内に駐車場が少ない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ＝147 
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 (11) 障害者用便所等の利用に関し困ったことは何ですか。（複数回答） 

 

「障害者用便所等を設置している施設が少ない」と答えた人が 38.6％、次い

で「障害者用便所等を設置していても数が少ない」35.3％、「清潔に保たれてい

ない」と「外出の際に利用できる便所が、どこにあるか分かりにくい」が 27.2％、

「荷物を置く台やフックがない」23.9％となっています。 

 

13

47

18

50

14

44

29

11

20

50

21

39

65

71

7.1%

25.5%

9.8%

27.2%

7.6%

23.9%

15.8%

6.0%

10.9%

27.2%

11.4%

21.2%

35.3%

38.6%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

特になし

手すりや鏡などの設備の位置が適切でない

外出の際に利用できる便所が、どこにあるのか分かりにくい

オストメイト対応便所を設置している便所がない

荷物を置く台やフックがない

障害者用便所等の場所が分かりにくい

障害者用便所等を利用していて、視線を感じる

車いすなどの出入り又は車いすが回転するのに十分な広さがない

清潔に保たれていない

利用対象者の基準が明確でない

既に利用されていて使用できないことがある

障害者用便所等を設置していていても数が少ない

障害者用便所等を設置している施設が少ない

 

 Ｎ＝184 
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(12) 周りの人のどのような配慮があれば安心して外出できますか。（複数回答） 

 

「外出先で困ったとき気軽に声をかけて援助してくれる」35.5％、次いで「障

害者や高齢者を見かけたら車や自転車のスピードを落としたり停止する」30.8％、

「障害者に対する理解を深める」28.6％、「お店などの便所を気軽に借りること

ができる」23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｎ＝504

112

24

74

144

155

120

87

55

66

179

22.2%

4.8%

14.7%

28.6%

30.8%

23.8%

17.3%

10.9%

13.1%

35.5%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

無回答

その他

特に必要でない

障害者に対する理解を深める

障害者や高齢者を見かけたら車や自転車の
スピードを落としたり停止する

お店などの便所を気軽に借りることができる

車いす使用者用駐車場に一般車両を駐車しない

電車やバスの乗り降りの際、手を貸してくれる

電車やバスで気持ちよく席を譲ってくれる

外出先で困ったとき気軽に声をかけて援助してくれる
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４－４．関係団体へのヒアリング調査結果 

 

平成 19 年 9 月に、障害者、高齢者団体、交通事業者、その他関係団体等 20 団

体を対象にバリアフリーに関するヒアリング調査を実施しました。 

ヒアリング内容の要約は以下のとおりでした。 

 

１．各団体で共通した内容 

 

(1)ハード面に関すること 

①歩道の段差や凸凹、側溝の蓋がバリアとなっている。 

②歩道のない狭い道路は危険である。 

③街中に休憩する場所がない（屋根やベンチがない）。 

④紀南文化会館は、車いすでも正面から入れるようにして欲しい。また、外から

のエレベーターがいつでも使用できるようにして欲しい。 

⑤押しボタン式信号機の設置とカーブミラーの点検整備が必要である。 

⑥駅前や道路、公共施設などにわかりやすい案内標識などが必要である。 

⑦ＪＲ紀伊田辺駅前の整備については、バス乗り場やタクシー乗り場を含めた総

合的な検討が必要である。 

⑧障害者が使用できる公衆便所の設置が必要である。 

⑨バリアフリーを考えるとき障害者や高齢者の意見を取り入れる。 

 

(2)マナーやモラルなどに関すること 

①歩道上や歩道のない狭い道を自転車やバイク、車がスピードを出して走行して

いるため危険である。特にバイクは一旦停止を無視して走行するケースが多い。 

②駅や市役所などの案内所に人を配置し、聞きやすい場所を設置することが大切

である。 

③路上駐車や駐輪、店先の看板など歩行者にとって危険な箇所が多い。 

 

(3)障害などに対する理解について 

①偏見や無理解など目に見えないバリアを取り除き、相互理解と助け合いが大切

である。 

②駅などで働く人たちは特に障害者に対する理解や、その場での状況判断を的確

にして欲しい。 

③困っている人への親切な手助けが必要である。 
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２．個別の内容 

 

(1) 障害者団体等 

①筆談器が色々な場所にあることや視覚的情報があると助かる。･･･聴覚障害 

②大きくわかりやすい絵文字など視覚的な情報が必要･･･知的障害、自閉症など 

③音声信号機や押しボタン式信号機が必要である。･･･視覚障害者 

 

(2) 事業者等 

①人的サポートは今まで行ってきたが、今後とも継続して利用者の要望に応えて

いく。 

②車両など新しく購入する場合、障害者が利用しやすいものに変えていく。 

③駅前広場のバス乗り場の総合的な（事業者別でなく）検討が必要。 
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４－５．市民参加による現地調査 

 

 田辺市に暮らす高齢者、障害者等で構成されるメンバーにより、田辺市の重点整備

地区内の移動等に関する問題点を抽出するために、現地調査を実施しました。 

生活関連施設及び生活関連経路等についての調査項目は以下のとおりです。 

 

１．ルート及び調査項目 

 

(1)ルート 

Ａ班 

田辺市民総合センター⇒駅前新通り及び背戸川⇒ＪＲ紀伊田辺駅及びＪＲ

紀伊田辺駅前広場⇒駅前通り⇒湊本通り⇒北新町⇒栄町⇒田辺市民総合センター 

Ｂ班 

田辺市民総合センター⇒銀座通り⇒海蔵寺通り⇒湊本通り⇒北新町⇒栄町⇒

田辺郵便局前⇒紀南文化会館 

Ｃ班 

田辺市民総合センター⇒銀座通り⇒海蔵寺通り⇒アオイ通り及び田辺白浜線、

宮路通り⇒田辺大通り⇒田辺市役所本庁舎 
 

(2)調査項目 

・ ＪＲ紀伊田辺駅構内及びＪＲ紀伊田辺駅前広場 

・ 案内標識、音声ガイド 等 

・ 公衆便所･･･案内表示、多目的便所の整備状況 

・ 道路･･･････歩道、信号機、誘導ブロック、休憩場所 

・ 施設･･･････市役所本庁舎 市民総合センター 紀南文化会館 

 

２．実施概要 

 

(1)実施日時及び実施場所 

〇 実施日時･･･平成 19 年 11 月 18 日（日）13 時～17 時 

〇 実施場所･･･田辺市重点整備地区内 
 

(2)参加者･･･総数 54 名 

〇 Ａ班･････････････ 19 名 

〇 Ｂ班･････････････ 18 名 

〇 Ｃ班･････････････ 17 名 
 

(3) 当日のスケジュール 

〇 13：00～13：15 ：あいさつ、主旨説明 

〇 13：15～14：45 ：現地調査（Ａ，Ｂ，Ｃの 3 班に分かれて実施） 

〇 14：45～17：00 ：田辺市民総合センターにおいて意見交換会 



N

田辺市民総合センター

紀南文化会館

闘鶏神社

田辺第二小学校

海蔵寺

蟻通神社
紀伊田辺駅

田辺市役所

生活関連施設

駅
前
通
り

ア
オ
イ
通
り

宮路通り

湊
本
通
り

北新町

海蔵寺通り

銀座通り

栄町

南方熊楠顕彰館

駅構内及び駅前広場の
２班に分かれて調査

ここで２班に分かれて調査

出発地点 帰着地点

駅
前
新
通
り

現地調査

平成19 年11 月18 日

田
辺
大
通
り

0 300 ｍ2001 00

Ａ班

駅構内での掲
示板の活用を
してほしい

２、３番ホー
ムで階段下り
口に近いとこ
ろに電光掲示
板が必要

情報・案内
電車が来ると
放送したと聞
いて通訳者に
聞いてびっく
り。J R 環状線
のように「○
○駅を出たま
もなく着く」
と電光掲示板
がほしい

待合室の音声
案内が必要で
はないか

駅ホームで乗
車位置を視覚
障害者に知ら
せる方法が必
要

音声案内が必
要

災害時　緊急
時　の行政各
機関との連絡
ネットワーク
整備が必要

観光客への案
内が必要

駅　跨線橋の
上部に手すり
を設置してほ
しい

手すり

待合室前に傾
斜があって出
入りしにくい

待合室が狭く
電動車いすが
出入りしにく
い

ホームが傾い
ている

待合室(木造)
とホームに隙
間がある

駅構内の便所
の点字表示と
点字ブロック
が連動してい
ない

階段脇の幅員
を拡大してほ
しい

待合室(木造)
の進入口の段
差がある

１番ホーム

待合所を設置
してほしい

トイレを設置
してほしい

2、3番ホーム

三万五千石前
の歩道の改修
が必要

横断歩道部に
段差がある

駅前歩道に単
車や自転車が
放置されてい
る

駅の南側のし
ま鋼板の蓋が
傾斜があって
あぶない

歩道と車道の
区別がなく危
険

障害者用電話
ボックスの使
い勝手が悪い

バスの降り場
の場所を変更
してほしい

交番前のバス
停は降りにく
い

車道と歩道の
段差がある 歩道と車道の

段差解消の鉄
板の処理が悪
い

バス停に段差
がある

バス乗り場　
タクシー乗り
場がわかるよ
うにしてほし
い

駅前広場

エレベーター
エスカレータ
ーがない

駅券売機が車
いすからは手
がとどきにく
い

駅

三栖口のバス
停が歩行の妨
げになる

交番前バス停
の段差及び花
壇が邪魔

バス停

私有地との関
係や協力が大
事だと思う
（国金前）

民有地と思わ
れるが石が置
いてあってあ
ぶない（駅前
新通り）

民有地

三栖口の踏み
切り附近にカ
ーブミラーが
必要

背戸川いけ口
門の交差点カ
ーブミラーが
車いす使用者
にとって見に
くい

カーブミラー

国金前交差点
の信号がわか
りにくい

国金の玄関に
段差がある

その他

↑車いす使用者用便所
　　駅構外便所

↑歩道上にはみ出した自転車
　　駅前広場

↑便所入口の段差　駅構外便所

↑目の粗いグレーチング（背戸川の通り）

↑駅構内待合室前の溝

↑歩道の溝蓋がでこぼこしている
　湊本通り

↑駅前歩道　幅が狭く　勾配もある

↑途切れている点字ブロック
　　駅前広場

↑道路上に置かれたバイク
　　湊本通り

↑カーブミラー　　三栖口踏み切り附近

車いすが中で
回転できない
（車いすで使
いにくい）

段差がある

障害者トイレ
のドアが開け
にくい　便器
の位置が悪い
非常ブザーが
ない

トイレ入り口
が熊野古道の
看板で狭くな
っている

トイレに段差
がある

便所への通路
に自販機が設
置されていて
狭く通行に難
点がある

一般トイレも
微妙な段差が
ある

障害者トイレ
に手すりやブ
ザーがまだつ
いていない

トイレが狭く
て入りにくい
紙、ブザーが
ない

トイレに手す
りがない　入
り口に段差が
ある

トイレ
駅構内トイレ

駅構外トイレ

電話ボックス
への点字がと
ぎれている

点字ブロック
が不足

ブロックがき
れているとこ
ろが多い

点字ブロック
が途中で途切
れている

点字が駅前で
連携していな
い

オーミヤさん
のところの点
字ブロックは
おかしい

もみの木さん
のところで点
字がきれてい
る

点字ブロック
（駅前広場）

駅に行く途中
に白線から自
転車があふれ
ていて危ない

路上に自動車
が駐車してい
て危ない

新通は普段は
自転車やバイ
クなどで通り
にくい

家の前の駐車
が歩行の妨げ
になっている

自転車が置い
てあって通り
にくい

駐車・駐輪
背戸川の通り

駅前新通り

歩道に穴があ
いている

会津町附近の
道路がでこぼ
こしている
バスの通行が
多い

道全体に段差
がありすぎ

車いすの場合
路面にでこぼ
こがあるので
車輪が入って
転んだりする

びっくりラー
メンの所の歩
道と横断歩道
に段差がある

三栖口の踏み
切り駅方向に
向かって緩い
傾斜がある

道が狭い 歩道がない

道路の路面の
状態が悪い

道路・歩道の状況
全体（駅前新通り　北新町
　　　湊本通り　背戸川の通り）

駅前

駅前新通り

電柱が歩道に
立っている

国金前元ガソ
リンスタンド
前信号の電柱
が邪魔（位置
の変更）

電柱が邪魔

道の両側に電
柱がある

電柱が歩道部
分に設置

道路の上に電
柱の切った跡
がそのままあ
った(三栖口)

電柱
駅前新通り

背戸川入り口
の橋の名残が
邪魔

広告看板が路
上に置いてあ
る

標識の撤去後
の残骸が残っ
ている

植木や鉢が歩
道に出ている

ガスボンベが
置いてあり邪
魔になる

障害物
（駅前新通り）

グレーチング
の穴が大きい

グレーチング
の隙間が粗い

会津町橋の跡
脇のグレーチ
ングに隙間が
ある

溝蓋の隙間が
大きくなって
いるところが
ある

オークワ前の
溝蓋の上に鉄
板がある

グレーチング
の目が粗い

溝蓋に隙間が
ある

グレーチング
全体（駅前新通り　北新町
　　　湊本通り　背戸川の通り）

駅前新通り
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田辺市民総合センター

紀南文化会館

闘鶏神社

田辺第二小学校

歴史民族資料館

田辺第一小学校

市立図書館

田辺税務署

田辺商工会議所

海蔵寺

蟻通神社
紀伊田辺駅

田辺市役所

生活関連施設

駅
前
通
り

ア
オ
イ
通
り

宮路通り

湊
本
通
り

北新町

海蔵寺通り

銀座通り

南方熊楠顕彰館

栄町

↑歩道上に置かれた植木鉢
　　銀座通り

↑銀座通りの商店の店先に「ご自由
　　にトイレをお使いください」の看板」

↑紀南文化会館の車椅子用
　客席に設けられたリフト

↑紀南文化会館の障害者用便所 ↑１階入り口に設けられたエレベーター
　　呼び出しボタン（案内表示なし）
　（調査後案内表示が設置された）

↑紀南文化会館内部のエレベーター
　（点字表示あり）

↑中屋敷町の歩道のない通り
　　溝蓋がない↑郵便局前の交差点

↑湊本通りの路側帯の破損箇所

↑湊本通りの路側帯のバイク・自転車

↑銀座通りを調査中

Ｂ班

出発地点 帰着地点

駅
前
新
通
り商
店
街

現地調査

平成19 年11 月18 日

田
辺
大
通
り

建物内調査

溝板の幅が広
い

市民総合セン
ターのバス停
の標識の向き
が悪い(歩行者
から見えにく
い）わかりに
くい

センター～銀座

点字ブロック
が古くて色が
薄い

集水桝　グレ
ーチングが粗
い

センター　栄
町通り単車や
自転車が歩行
の妨げになっ
ている

福路町の点字
ブロックがな
かった

横断歩道の白
線が消えかか
っている
（第三銀行）

歩道上に各商
店の花等の鉢
が置かれてい
てかえって障
害になる

銀座通り

表面のツルツ
ルタイルが水
に濡れたら滑
りやすい

銀座～海蔵寺
横断歩道がな
い

道幅が狭いう
え単車・自転
車の駐車が歩
行の妨げにな
った

駐車場　駐輪
場の位置がわ
かりにくい

溝の上にバイ
ク多い

湊本通～北新町

道の幅がもっ
と広ければよ
い

バス停表示板
が古い

歩道駐輪が多
い

溝蓋がない
溝の上にエア
コン室外機や
鉢が置かれて
いる

郵便局前の道
がガタガタし
ている

郵便局から上
屋敷へかかる
家の横の溝蓋
がなくて危な
い

郵便局～文化会館

郵便局　ｽﾛｰﾌﾟ
表示がない

駅前附近の道
路上は駐車が
絶えず、歩き
づらい

正面玄関で歩
道と車道の段
差がきつい

その他

エレベーター
にガラス窓が
ほしい
何か起こった
とき助けを求
められる

手話が出来る
人がいたらい
い
（メモ用紙を
置いてくれて
はいるが）

トイレが男性
用か女性用か
わからない

誘導点字ブロ
ックがない

階段　手すり
に点字表示が
ない

紀南文化会館
トイレに洋式
の表示がほし
い

スロープの曲
がり角が狭い

トイレの取っ
手が重く、車
椅子から遠い

障害者トイレ
の便座の右側
が狭い

障害者トイレ
の表示が通路
にない

車椅子用のス
ロープの標識
がない

１階エレベー
ター入り口附
近の道路不備

洗浄レバーが
便座の後ろに
あるため使い
にくい

１階エレベー
ターの案内が
ない

便座の右横下
の小さな手洗
いが邪魔にな
る

入り口の開閉
が自動ではな
い　車椅子に
座ったまま開
けられない

最後尾の車椅
子用の座席か
らは舞台が見
えない

市役所玄関前
の障害者用駐
車場の標識は
どうか
「身体障害者
用駐車場」で
どうか

文化会館横の
歩道
植木はみ出し

消火器の位置
が遠くからで
もわかるよう
に表示してほ
しい

トイレ

スロープ

点字

EV

座席

その他

（車椅子が通
りにくい）

市役所
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N

田辺市民総合センター

紀南文化会館

闘鶏神社

歴史民族資料館

市立図書館

海蔵寺

蟻通神社
紀伊田辺駅

田辺市役所

生活関連施設

駅
前
通
り

ア
オ
イ
通
り

宮路通り

湊
本
通
り

北新町商店街

海蔵寺通り

銀座通り

南方熊楠顕彰館

栄町

ここで２班に分かれて調査

建物内調査

Ｃ班

出発地点 帰着地点

駅
前
新
通
り

現地調査

平成19 年11 月18 日

田
辺
大
通
り

0 300 ｍ2001 00

歩道を横断す
る部分の段差
が大きい

段差が大きい

改良予定はあ
るが道が狭く
電柱が道路肩
にあるため少
し邪魔

タイルがでこ
ぼこしている
マンホールの
蓋がとび出て
いる

歩道にある集
水枡と歩道に
段差がある

大通りの歩道
のタイルの状
況が悪い

市役所前の海
側の歩道の真
ん中にポール
が立っていた

各乗り入れの
段差が大きく
勾配がきつい

南北両側の交
差点部の乗り
入れ部でタイ
ル部が下がり
つまずきそう
杖がひっかか
る  

歩道

歩道と車道に
段差があり、
立ち上がりが
ないので恐い

段差・歩道全
体的にはよか
った

点字ブロック
なし

点字ブロック
が交差点にし
かない

点字用マンホ
ールがあると
いい

点字ブロック
がマンホール
で切れている

弱視の場合　
点字ブロック
が夜見えにく
くなる

点字ブロック
がない

点字ブロック
が交差点部の
みで一連につ
いていない

点字ブロック
が歩道の端に
しかない

点字ブロック

段差がきつく
車いすではつ
らかった

平板ブロック
がでこぼこし
ている

一吉証券～大
浜の歩道の路
面が悪い　

平板ブロック
のがたつきが
ひどい

マンホールが
出ていて車い
すではつらか
った。

バス停の時刻
表の文字を少
し大きくかい
てほしい

バス停の時刻
表の位置が高
い
基礎の部分が
邪魔

停留所の数字
を大きくして
ほしい

バス停

信号に「文字」
「秒」の表示が
あるといい

信号機　全体
的に問題はな
い

歩行者用信号
なし

音声信号が夜
とまってしま
う

歩行者用の信
号機がないと
ころがあった

信号機

歩行者用の信
号がなかった

音声信号が風
の音や車の音
で消されそう
な気がする

信号機に文字
や数字の電光
表示があると
いい

所々ベンチが
あるが高さが
まちまちで老
朽化がひどい

木の根のベン
チが斜めにな
っている

ベンチに色を
塗ってリニュ
ーアルすると
よい

ベンチ・休憩所

ベンチに問題
がある

大通りの木の
椅子が真っ黒
で座れない

階段の点字ブ
ロックが近す
ぎる

機能訓練セン
ターまでに点
字ブロックが
ない

市民総合センター

歩道が狭い垣根で歩道が
狭くなってい
る

カッパーク前
の歩道が狭い

歩行者用の道
幅が狭い

市役所前の道
路歩道の幅が
狭い

市役所前の歩
道が狭く垣根
が飛び出して
いるので車い
すで通りにく
い垣根をカッ
トしてほしい

自転車との分
離がない

駐輪が多い

駐輪・駐車

市役所

エレベーター
にガラス窓が
ほしい

点字ブロック
が１ケ所に多
数ついている
ところがある
が、たくさん
あるより階段
への誘導がほ
しい

正面玄関で車
いすの誘導が
不十分

車いすを通る
コースの誘導
がほしい

案内板の前方
に障害物があ
り案内板が見
にくい

案内板の色は
よい

案内板の前が
ふさがれてい
て近づけない

玄関前、車い
すのコースが
わかりにくい

カウンター　
低いのと高い
のがあるので
使いやすい

銀座通り　案
内板が傾いて
いるため車椅
子では見えづ
らい

案内板の位置
色分け

案内板の色が
はっきりわか
るようにして
ほしい

サイン

案内表示に問
題はなかった

狭い　暗い　
手すりが太い

扇ケ浜の公衆
トイレ古い　

トイレの電灯
がつかない

扇ケ浜公園便所

田辺大通り

田辺大通り

田辺大通り

市役所前

海蔵寺前 アオイ通り

全体

銀座通り商店街～海蔵寺

信号機全般

音声信号

銀座通り

市役所

（全体）

↑歩道の真ん中に立つポール
　アオイ通り

↑歩道がない
　海蔵寺通り

↑木のベンチ　老朽化が進む
   田辺大通り

↑市役所入口の総合案内板

↑敷き詰められた点字タイル
　市役所

↑歩道上のベンチ前に駐輪
　田辺大通り

↑歩道が狭く生垣が
　伸びてくると邪魔になる
　市役所前

↑溝蓋の段差はつまづきやすい
　田辺大通り

↑歩道上に広げられた植栽
　銀座通り

↑バス停の標識をチェック
　田辺～白浜線
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４－６．来訪者による現地調査 

 

観光客（地域外からの来訪者）が、田辺市の中心市街地の観光スポットや商

店街等を安全に楽しく歩くことができるかを検証しました。 

 

１．ルート及び調査項目 

 

(1)ルート 

ＪＲ紀伊田辺駅⇒駅前通り⇒湊本通り⇒アオイ通り⇒宮路通り⇒闘鶏神社⇒

田辺大通り⇒扇ヶ浜公園⇒南方熊楠顕彰館⇒銀座通り⇒田辺市民総合セン

ター  
 

(2)調査項目 

・ＪＲ紀伊田辺駅構内 ＪＲ紀伊田辺駅前広場  
・案内標識、パンフレット、音声ガイド 等           
・公衆便所･･･案内表示、多目的便所の整備状況   
・道路･･･････歩道、信号機、誘導ブロック、休憩場所  
・手話通訳ガイド、サポートガイドなどの人的資源について  

 
  

２．実施概要 

 

(1)実施日時 〔11 月 22 日（木）〕 

〔参加者・・・来訪者 11 名、田辺市参加者 10 名、合計 21 名〕 

(2)参加者 

①来訪者 

・障害者 ･･･････････････････２名（車いす利用者、視覚障害者各 1 名） 

・介助者 ･･･････････････････１名 

・障害者支援団体、旅行会社･･２名 

・コンサルタント ･･･････････６名 

②田辺市 

・身体障害者連盟 ･･･････････３名 

・介助者及び手話通訳者 ･････４名 

・田辺市職員 ･･･････････････３名 

(3)当日のスケジュール 

11：10～12：00  駅周辺調査 

13：00～15：15  現地調査 

15：15～17：00  来訪者と地元参加者との意見交換会  
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田辺市民総合センター

紀南文化会館

闘鶏神社

歴史民族資料館

海蔵寺

蟻通神社
紀伊田辺駅

田辺市役所

生活関連施設

駅
前
通
り

ア
オ
イ
通
り

宮路通り

湊
本
通
り

北新町

海蔵寺通り

銀座通り

栄町

南方熊楠顕彰館

出発地点 帰着地点

駅
前
新
通
り商
店
街

現地調査

田
辺
大
通
り

0 300 ｍ200100
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見学

見学
扇ケ浜

来訪者
車いすで海の
近くまで降り
ることができ
た

感想
1人で来ても
楽しいまちに
なればいいと
思った

仮にバリアが
全てなくなっ
ても一人で来
るのは難しい

寒かったので
途中で温まる
ことができる
場所があれば
いいと思った

海岸までのス
ロープがある
のかがわかり
にくかった

地元住民でも
気づいていな
いことを再確
認できてよか
った

今日は比較的
整備された道
を通っていた

田辺のまちに
も魅力がたく
さんあること
がわかった

駅に情報拠点
があるといい

情報収集について
駅にバリアフ
リーマップが
あるといい

田辺市では他
から来た人へ
の情報が不足
している

事前情報は田
辺市H P やＪ
Ｒらくらくお
でかけネット
で収集する

旅行に行く時
は事前に車い
すで入れるト
イレの場所を
調べる

田辺市のH P
からトイレの
情報確認がで
きない

情報を常に付
け加えること
や修正を行う
ことが必要

田辺市のH P
の観光案内は
わかりやすか
った

自分で調べて
使える施設が
あっても実際
そこに行くこ
とができると
は限らない

ガイドブック
に食事等の店
もいれてほし
い

まちなかの休
憩施設などの
情報が必要

手話通訳がい
ないと不便

駅を降りたと
きにトイレの
位置がわかる
ように表示が
必要

トイレットペ
ーパーを置い
てないという
表示が必要

トイレの男女
別は色別にさ
れていてわか
りやすい

駅西側の特産
品販売所はバ
リアフリーが
できていた

案内放送の文
字化手話ガイ
ドの整備が必
要

改札の上の発
車時刻を明示
した電光掲示
板が一目で見
えてよかった

案内表示・情報など

バス路線の表
示もほしい

点字の案内板
の位置が高い
⇒子供料金の
説明など内容
はよかった

田辺駅では駅
員が渡し板を
持ってきてく
れなかった

線路に降りる
スロープが急
だった

ホームが狭い
ところがあり
(階段の横)恐
かった

キオスクのカ
ウンターの高
さはよかった
現状維持して
ほしい

駅構内
紀伊田辺駅で
は高齢者用の
車いすを用意
していた

改札を出てす
ぐのホームの
勾配が急だっ
た

JR紀伊田辺駅

人的サポート
や補助具など
のレンタル機
能があるかど
うか

誘導ブロック
が観光案内所
まで続いてい
ない

観光案内所で
は親切な対応
をしてほしい

観光案内所

観光案内所の
スタッフが意
識を持ってい
るかどうか

トイレの照明
が暗い

駅のトイレの
鍵は回しなが
ら押す仕様に
なっており、
鍵をかけるこ
とができなか
った

左右どちらが
使えるか障害
により違うの
で２タイプほ
しい

一般トイレに
段差があり、
つまづきやす
い

コンビニのト
イレは車いす
仕様になって
いなかった

車いす使用者
用便所が駅か
ら扇ケ浜間に
もう１ケ所あ
るとよい（無
いという表示
も必要）

トイレに荷物
を置くスペー
スがない

トイレ

障害により使
えるかどうか
が違うのでト
イレの詳細情
報が必要

内開きのドア
は使いにくい

扇ケ浜の奥の
トイレは自動
センサーの位
置と非常ベル
の位置が紛ら
わしい

トイレの表示
がわかりにく
い

車いす使用者
用便所で鍵が
ないトイレが
ある

水洗レバーが
奥にあって届
かない

雨宿りができ
る休憩場所が
必要である

休憩場所が見
あたらなかっ
た　休憩でき
る場所の表示
がほしい

休憩スペース

大きな交差点
に観光案内図
が見あたらな
い→点字、日
本語、英語、
韓国語程度は
ほしい

歩道上の車止
めが点字ブロ
ックの横にあ
り、ぶつかる
危険がある

音声案内信号
はよかった

デザインブロ
ックは振動が
激しい　目地
は小さい方が
よい

歩道と車道の
段差が急であ
り、歩きにく
かった

まちなかでの移動

比較的新しい
道路でも段差
や溝の幅の問
題が多い

点字ブロック
や誘導ブロッ
クが適正に整
備されている

外から来た人
が楽しくなる
工夫を考えて
もらえばもう
一度来たくな
る

周りから教え
てもらいなが
ら歩くのは楽
しい

地元の人の説
明を聞いて歩
いたので面白
かった

音声ガイドの
内容は視覚障
害者にはわか
りにくい

音声ガイドの
内容はよかっ
た

観光で大事なこと

人と人とのふ
れあいにより
思いがけない
展開があるの
が旅の面白さ

障害は人によ
って千差万別
で設備が1 0 0
％整っている
ことは不可能
→意識のバリ
アフリーや心
のふれあいが
大切

車いすでもか
なり遊べると
ころが多い

平成1 9年1 1月2 2日

駅構外トイレ

コンビニのトイレ

トイレの情報 扇ケ浜トイレ

その他
↑便所入口の段差　
　　駅構外便所

↑駅構内の便所

↑駅前バス乗り場前
↑南方熊楠顕彰館の見学

↑２，３番線ホームから改札ま
　　での移動

↑２，３番線ホームから改札ま
　での移動勾配が急

↑闘鶏神社について地元の
　方の説明を聞く

↑便所洗浄装置と非常ボタンの
　位置が紛らわしい
　扇ケ浜ビーチハウス便所

↑点字の料金表

↑誘導ブロックの先に車止めが
　立っている　アオイ通り

↑車いすや視覚障害者もスロープ
　を使って浜辺まで降りることが
　できた

↑意見交換会の様子

↑扇ケ浜ビーチハウス便所

↑田辺大通りを調査

↑闘鶏神社で車いすを皆で
　支える

↑闘鶏神社で手水を使う

↑田辺大通りに設けられたベンチ
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第５章 バリアフリー化に向けた課題の抽出 

 

アンケート調査、関係機関等への聞き取り調査、市民参加及び来訪者による現地

調査などの結果から、重点整備地区内の生活関連施設の利用や生活関連経路の移動

についての課題を明らかにします。 

 

５－１．生活関連施設の課題 

 

１．特定旅客施設…ＪＲ紀伊田辺駅 

 

(1)案内・情報 

・２番、３番ホームに設置されている電光掲示板の位置が遠くわかりにくい。 

 

(2)通路 

・エレベーターやエスカレーターが設置されていないため、障害者や高齢者等

の移動が困難である。 

・一部通路の幅が狭いところがある。 

・１番ホームの勾配が急なところがある。 

 

(3)便所 

①構内便所 

・便所の点字案内と誘導ブロックの位置がずれている。 

・入口に段差がある。 

・障害者用便所がない。 

②構外便所 

・便所の案内表示が分かりにくい。 

・自動販売機と案内板の奥にあるため、便所の位置が分かりにくい。 

・便所へ行く通路と入口が狭い。 

・障害者用便所は、鍵がかかりにくい。 

・壁伝いの手すりや緊急通報ボタンが整備されていない。 

・荷物を置く台や衣服等をかけるフックがない。 

 

(4)その他 

・券売機のカウンターの下に車いすが入らないので券売機が利用しづらい。 

・１番ホームと待合室（木造の茶屋）との間に溝がある。 
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２．官公庁施設 

 

(1) 田辺市役所本庁舎 

①案内表示 

・正面玄関のスロープへの誘導案内がない。 

②その他 

・エレベーター内での緊急時の際に、聴覚障害者が通報装置を押しても対応で

きないので不安である。 

・障害者用駐車場が正しく利用されていない場合がある。 

 

(2) 田辺市民総合センター 

①案内表示 

・入口の全館案内板の位置が高く文字が小さい。 

②その他 

・エレベーター内での緊急時の際に、聴覚障害者が通報装置を押しても対応で

きないので不安である。 

・障害者用駐車場が正しく利用されていない場合がある。 

     

３．劇場・観覧場 

 

(1)紀南文化会館 

①案内表示 

・屋外のスロープの誘導サインがない。どのように行けば大ホールまで行ける

か分からない。 

・1 階からエレベーターを利用する際の呼び出しボタンの案内表示がない。 

・障害者用便所の案内表示がないため位置が分かりにくい。 

・障害者用駐車場の表示が分かりにくい。 

②障害者用便所 

・入口のドアが車いすに乗ったままでは開けにくい。 

・便器の洗浄レバーが便座の後ろにあり使いにくい。 

・便座横の小さい手洗いが邪魔で便座に座りにくい。 

③客席 

・車いす使用者用の客席は、目の高さに壁があって舞台が見えにくい位置に設

置されている。 

④その他 

・エレベーター内での緊急時の際に、聴覚障害者が通報装置を押しても対応で

きないので不安である。 
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５－２．道路の課題 

１．歩道 

 

(1)歩道の設置 

重点整備地区内では、県道紀伊田辺停車場線（駅前通り）、文里湊線（アオイ

通り、田辺大通り）、田辺龍神線（銀座通り、市民総合センター～栄町交差点）、

市道扇ヶ浜龍神橋線（田辺郵便局～銀座通り角）などの主要な道路は歩道整備

がされており、その他の道路については歩道が設置されていない。 

 

(2)歩道のある箇所 

①歩道の構造 

・全体に歩道と車道のすりつけ部が急勾配である。 

・紀南文化会館、市役所周辺で歩道の幅員が狭い箇所がある。 

②仕上げ 

・路面の凸凹がある場所は車いすの振動やつまづき、転倒の原因になる。 

・歩道の平板ブロックやインターロッキングなどの舗装材は、目地が多く、車

いすに乗った場合振動が大きい。 

・タイル舗装された歩道は雨の日などは滑りやすい。 

・歩道内に誘導ブロックの未設置箇所がある。 

・誘導ブロックが浮いた箇所がある。 

・歩道と車道のすりつけ部が破損したところがある。 

 

(3)歩道のない箇所 

・路面の凸凹がある場所は車いすの振動や、つまづきの原因になる。 

・溝蓋のグレーチングの幅や溝蓋の穴が大きい箇所がある。 

・溝蓋が欠けている箇所がある。 

 

(4)路上の障害物など 

・路側帯や歩道上に自転車やバイク、車などが長時間にわたって駐車している

場合、通行の妨げになっている。 

・店の看板などが路側帯や歩道上に出ている。 

・路側帯及び歩道上の電柱が通行の妨げになっている箇所がある。 

・植栽やフラワーボックスなどが路側帯や歩道上にはみ出している。 
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２．交通施設 

 

(1)安全施設･･･信号機など 

・視覚障害者用スピーカーが無い箇所があり、視覚障害者が一人で交差点を渡る

ことが難しい。 

・障害者や高齢者にとっての横断時間が短い信号機がある。 

・歩車分離式信号機の場合、歩行者用の横断時間が短く障害者や高齢者が渡りきれ

ない。 

５－３．交通手段の課題 

１．バスについて 

 

(1)バス車両について 

・ノンステップバスの導入が一部である。 

 

(2)バス停について 

・バス停にベンチや上屋がない 

・バス停の時刻表の位置が高く文字が小さい。 

 

２．ＪＲについて（車両） 

・車いすで乗車できる車両は限られている。 

・車いすで乗車は出来るが、車いすの固定場所が十分確保されていない。 

・車いす対応便所が狭く、利用しにくい。 

 

５－４．情報提供の課題 

・案内板が少ないため、目的地にどのように行くのか分からない。 

・観光案内パンフレットにバリアフリー情報が入ってない。 

・障害者の観光客に対するサポート体制が分からない。 
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５－５．その他 

 

１．ＪＲ紀伊田辺駅前広場 

①案内表示 

・駅前広場全体の案内表示が分かりにくい。 

・バスの路線が分かりにくいため、案内表示の工夫が必要である。 

②バス停 

・会社別のバス乗り場となっており、乗車位置が分かりにくい。 

・バス降り場と歩道の間に段差がある。 

③歩道、横断歩道など 

・横断歩道の誘導ブロックが途中で切れている。 

・歩道とのすりつけ部が谷状になっている。 

・歩道に凸凹がある。 

・歩道が途中で狭くなったところや歩道のないところがある。 

④その他 

・公衆電話ボックスの入口の傾斜がきつい。 

・放置又は一時駐輪している自転車等が多い。 

 

２．公衆便所 

重点整備地区内の公衆便所は、扇ヶ浜公園に３ヶ所、会津公園に１ヶ所、とう

けい公園に１ヶ所設置されている。 

①全般について 

・荷物を置く台や衣服をかけるフックがない。 

・便器洗浄装置が便器の後ろにあり使いにくい。 

②会津公園内便所 

・スロープの先端が欠けて段差ができている。 

 

３．休憩施設…ベンチ、上屋 

・ベンチが整備された道路はあるが上屋は整備されていない。 

・老朽化した木のベンチは座ることができない。 

・重点整備地区内において休憩できる場所が少ない。 
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４．カーブミラー 

・見通しが悪い交差点でもカーブミラーが設置されていない場所がある。 

・カーブミラーの位置がずれていたり、汚れていて見えない場合がある。 

 

５．通行に対する配慮 

・道が狭いにも関わらず、歩行者に配慮していない運転手がいる。 

・障害者や高齢者に対するまわりの温かい対応がない。 

・交通ルールを守らない人が多すぎる。 
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第６章 基本理念、基本方針 

 

６－１．基本理念 

 

田辺市バリアフリー基本構想における基本理念は、年齢や障害の有無に関係なく

すべての市民が快適で安心して暮らせるまちをめざし、市民・事業者・行政が互い

に協働して築き上げていくとともに、ユニバーサルデザインの考え方に基づき、次

のとおり定めます。 

また、市は、今後策定する各種計画等においても、この基本理念を踏まえるもの

とします。 

 

基本理念 

 

 

 

 

 

 

１．まちづくりのための構想 

 

すべてのひとが快適に安心して移動できるまちを実現するためには、施設整備

を行うだけでなく、市民一人ひとりがバリアフリーのまちづくりについての理解を

深め、高齢者や障害者、妊産婦、子どもなどへの理解と助け合いの心が不可欠とな

ります。 

そのため、田辺市バリアフリー基本構想の策定は、田辺市のまちづくりの一環

として位置づけます。 

また、田辺市は、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の熊野古道の玄関口と

して、多数の観光客が訪れており、「交流型観光を推進するまちづくり」をめざし

ていることからも、観光地にふさわしい整備が求められています。 

そのことからも、田辺市バリアフリー基本構想は、これらの田辺市の特徴を十

分考慮して策定するものとします。 

 

２．市民全体が参画して策定する構想 

 

田辺市では、これまでも、社会福祉協議会をはじめ、さまざまな活動団体が福

祉のまちづくりに自主的に参画しており、「ふれあい文化祭」「おもいっきり福祉ま

だれもが安心して暮らせるまちづくり 

～市民が主人公のバリアフリーのまちの実現～ 
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つり」などの福祉団体をはじめ市民ボランティアなどが中心となって開催し、活動

を展開してきました。 

田辺市バリアフリー基本構想においても、策定の過程において、多くの市民が

参加し、障害や年齢などを超えてお互いを理解し、田辺市のバリアフリーに関する

現状や課題についての共通認識を持つことができるよう、取り組んできました。 

この基本構想の策定上の特徴として、以下の項目があげられます。 

・田辺市バリアフリー基本構想策定協議会へのさまざまな団体や人々による参加 

・現地調査への多数の市民の参加 

・来訪者による現地調査の実施と市民との交流 

・幅広い活動団体に対するヒアリング（聞き取り）調査の実施 

・市民に向けたアンケート調査の実施 

こうした策定過程を通じて、「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」とい

うユニバーサルデザインの考え方を取り入れた、快適で安心して移動できるバリア

フリーのまちの形成をめざします。 

 

３．協働・連携して実現する構想 

 

この基本構想の実現に向けた取り組みは、田辺市のまちづくりの一環であり、

基本構想の実現の主体は市民です。田辺市の多様な市民活動や取り組みを通じ市民

が主人公となって、まちづくりの担い手を育成し、市民、行政、交通事業者等が協

働することにより構想の実現をめざします。 

また、市民と行政の長期的で継続的な信頼関係に基づく、諸事業の進捗状況や、

成果に対する評価を行い、さらに充実した計画内容とすることによって、諸事業の

価値と効果を最大化することをめざします。 

 

 市民参加のイメージ図 
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４．心のバリアフリーを推進する構想 

 

高齢者や障害者等が地域の中で自立した生活をおくり、社会のあらゆる分野に積

極的に参加していくためには、建築物や道路、交通機関等におけるさまざまなバリ

アを取り除き、すべての市民にとって安心･安全かつ生活に支障のない環境を整備す

ることが必要です。 

一方、施設や道路などの物理的なバリアフリーだけでなく、高齢者や障害者等の

人権が尊重され、排除されることのない地域をつくるために、すべての市民がノー

マライゼーションの考え方に基づき、相互理解と支えあいの意識を持ち、互いに信

頼関係を築いていくことが大切です。 

また、学校における福祉教育を通して、心のバリアフリーの理念を育み、さらに、

子どもから親、地域の人たちへ広げていくことで「だれもが安心して暮らせるまち

づくり」の実現を図ります。 
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６－２．基本方針 

 

基本理念を実現するための基本方針を次のとおり定めます。 

道路や施設等のハード面のバリアフリーや市民のマナーやルール、モラル等の

心のバリアフリーの視点、新たな交通体系の仕組みづくりや分かりやすい情報の提

供・発信等の視点に立ち、基本方針を次の５項目とし、総合的、重点的かつ一体的

に取り組むこととします。 

 

１．生活関連施設等の利便性の向上 

 

生活関連施設等において、年齢、性別、障害の有無にかかわらず、誰もが利用

しやすい施設づくりに取り組みます。 

 

２．移動における安全性の向上 

 

歩行者の移動の安全性の向上のため、歩行空間の確保（歩道の設置・改修等）、

溝蓋・グレーチングの改修、信号・誘導ブロックの整備等に取り組みます。 

歩道の未整備区間については、道路の幅員や周囲の環境に考慮するとともに、商店

街を含め重点整備地区内を快適に歩くことができる道路とするため、自転車やバイク

の通行のあり方、迷惑駐車等の追放や交通安全等の啓発を行います。 

 

３．安心して利用できる交通環境の整備 

 

鉄道やバスの公共交通機関において、高齢者、障害者だけでなく、誰もが安心

して利用できる交通環境の整備を進めます。 

 

４．誰もが分かりやすいまちづくり 

 

市外からの来訪者を含め、だれもが分かりやすい案内標示の設置や情報の提

供・発信等を図ります。 

 

５．心のバリアフリー推進のまちづくり 

 

施設や道路などの整備のみならず、市民一人ひとりが互いに尊重し、譲り合い、

助け合う心を育て、バリアフリーのまちづくりをめざします。 
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第７章 バリアフリー化に関する整備方針 

 

基本理念、基本方針を踏まえた項目ごとの整備方針は次のとおりとします。  

 

７－１．生活関連施設等の利便性の向上 

 

１．ＪＲ紀伊田辺駅 

・エレベーターの設置 

・障害者用便所の新設 

・構内便所の入り口の段差の改修 

・１番ホームの傾斜の改善 

・待合室の入り口の改修 

・電光掲示板の位置の見直し 

・ホーム通路幅の確保 

・券売機の改善 

・構外障害者用便所の改善 

 

２．市施設（田辺市役所本庁舎、田辺市民総合センター、紀南文化会館） 

（共通） 

・案内表示の整備（屋外スロープ、障害者駐車場、障害者用便所など） 

・停電等の非常時において、エレベーター内から聴覚障害者が外部の対応状況

を認識できる装置の設置 

（紀南文化会館） 

・１階エレベーターの乗降体制の整備 

・障害者用便所の改善（ドア、洗浄レバーの位置など） 

・車いす使用者の観覧位置の改善 

 

３．ＪＲ紀伊田辺駅前広場 

・駅前広場全面改修による案内表示の整備 

・わかりやすいバスの乗降システムの整備 

 

４．公衆便所（重点整備地区内） 

・公衆便所の新規設置 

・障害者用便所の便器洗浄装置の位置の改善 

・荷物台又はフックの設置 
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５．休憩施設 

・バス停にベンチや上屋の新設 

 

７－２．移動における安全性の向上 

 

１．道路 

・グレーチングや溝蓋の改修 

・舗装不良箇所の修繕 

・カーブミラーの設置と維持管理の徹底 

 

２．歩道 

・歩道の新設 

・誘導ブロックの新設及び破損箇所の修復 

・凸凹のある歩道の改修 

 

３．交通施設 

・視覚障害者用スピーカーのない信号機の改善 

・思いやり信号機設置による歩行横断時間の確保 

 

７－３．安心して利用できる交通環境の整備 

  

１．バス車両等 

・低床バスの導入 

・バス停の案内表示の整備 

 

２．鉄道車両 

・車いす対応車両の導入促進 
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７－４．誰もが分かりやすいまちづくり 

  

１．分かりやすい情報の提供 

・分かりやすいサインの整備 

・重点整備地区内の観光施設、休憩施設、公衆便所などバリアフリー情報を入

れた総合的なパンフレット（バリアフリーマップ）の作成 

 

２．観光客など来訪者への情報提供 

・南紀田辺観光案内センター整備に伴う情報発信の一元化 

・情報提供としてのホームページの充実 

・駅や観光案内所でのバリアフリーマップやパンフレットの設置 

・情報の集約と障害者、高齢者の受け入れ体制の整備 

（介助者などの人的サポート、補助具などのレンタル機能など） 

 

７－５．心のバリアフリー推進のまちづくり 

 

・人権意識や福祉意識の啓発のための講座などの開催 

・あらゆる機会を通じて、誤解や偏見をなくすための啓発活動の推進・市の広

報やホームページ、新聞、地域の回覧板などによるＰＲ 

・学校の福祉教育を通した取り組みの推進 

・違法駐車及び歩道上にバイクや自転車などを放置防止の取り組み  
・コミュニケーションボードを多数の人々が利用する公共施設や駅、市内の店

舗などへの設置 

・バリアフリーマップの作成と駅などへの設置 
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第８章 バリアフリー整備計画 

 

重点整備地区におけるバリアフリー化の課題と整備方針を踏まえ、これを具体化す

るための整備計画を策定します。 

整備計画は「バリアフリー新法」に定められた事業に基づいたものとします。 

また、現在進められている「中心市街地活性化基本計画」との整合性をもった、計

画とします。 
 

８－１．バリアフリー整備計画に盛り込むべき事業 

 

田辺市における特定事業及びその他の事業を以下のとおり設定します。 

 

１．特定事業 
 

(1)公共交通特定事業 

ＪＲ紀伊田辺駅の整備に関する事業 

特定車両の購入、バス停やバスの案内表示に関する事業 
 

(2)道路特定事業 

県道紀伊田辺停車場線、同文里湊線、同秋津川田辺線、同田辺龍神線、同田辺

白浜線、市道元町江川文里港線、同扇ヶ浜龍神橋線、同湊栄町１号線、同下屋

敷文里港線、同湊 70 号線の道路に必要な整備に関する事業 
 

(3)建築物特定事業 

田辺市役所本庁舎、田辺市民総合センター、紀南文化会館の建物の整備に関す

る事業 
 

(4)交通安全特定事業 

信号機の整備及び違法駐車・駐輪の防止など交通安全に関する事業 

 

２．その他の事業 
 

(1)ＪＲ紀伊田辺駅前広場 

バリアフリー化のための整備に関する事業 
 

(2)分かりやすい情報システムの構築 

バリアフリー化のための情報の整備に関する事業 
 

(3)休憩施設 

   休憩設備の整備に関する事業 
 

(4)公衆便所 

   バリアフリー化のための公衆便所の設備の改修に関する事業 
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８－２．バリアフリー化の整備目標年次 
 

バリアフリー化の整備目標年次については、整備内容により短期、中期、長期とし、

短期は、「バリアフリー新法」に基づき定められた「移動等円滑化の促進に関する基本

方針」に掲げるいくつかの移動等円滑化(バリアフリー化)の目標数値の実施年次であ

る平成 22 年とし、中期は平成 23 年から 27 年、長期は平成 28 年以降とします。 

ただし、今後の社会情勢の変化や技術の進歩等により、必要に応じて見直しを行う

ものとします。 

 

８－３．関係機関との連携による整備計画 

１．特定事業 

(1)公共交通特定事業 

【ＪＲ紀伊田辺駅の整備（西日本旅客鉄道株式会社）】 

特定旅客施設であるＪＲ紀伊田辺駅のバリアフリー化に必要な整備を行います。 

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

⑭構外障害者用便所の改善(手すり、非常ボタン)

⑩点字案内板の整備　※2

⑪誘導チャイムの設置　※2

⑫ホーム上の屋根の設置
（エレベーターまで及び障害者用トイレ部分まで）

⑬券売機の改善（蹴込み部の設置）

スケジュール
内　　容

⑦ホーム通路幅の確保
　（跨線橋新設に伴う有効幅の確保）

⑥エレベーター周辺におけるホーム傾斜の改善

⑤便所の入口段差解消（駅構内）

④障害者用便所の新設（駅構内）　※1

③階段部分への手すりの設置

②跨線橋の設置

①エレベーターの設置

⑧エレベーター設置に伴う
　誘導ブロックの設置※2

⑮車いす対応車両の導入促進

⑨LED式発車標（電光掲示板）の位置の見直し
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【具体的な内容】 

※１ 構内に障害者用便所を新設し、利便性の向上を図ります。また、乳幼児ベ

ッドやオストメイト対応トイレを設置することで、多くの方が気軽に利用で

きるようになります。 

※２ エレベーター及び階段部分に新たに視覚障害者用誘導ブロックを設置する

とともに構内に点字案内板や誘導チャイムを設置することで視覚障害者の移

動の円滑化を図ります。 

 

【バス事業者が実施する特定事業】 

高齢者や障害者に対応した低床バスの導入やバス停での表示についても、分かりや

すい案内表示の整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

スケジュール
内　　容 事業者

西日本ジェイアールバス
株式会社

明光バス株式会社

②バス停の案内
　表示の改善

龍神自動車株式会社

明光バス株式会社

①低床バスの導入

龍神自動車株式会社
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 (2)道路特定事業 

道路特定事業の対象になる生活関連経路は、重点整備地区内で先に設定した生活

関連経路とし、県道及び市道が含まれます。生活関連経路については、路線ごとに

実施年度等の整備計画を作成し実施することとします。また、見通しの悪い交差点に

ついては、カーブミラーを設置するとともにカーブミラーの維持管理に努めます。 

 

①歩道の改良・部分改修 

車いすやベビーカーなどの移動円滑化を図るために、歩道の凸凹の解消、段差解

消、破損箇所の修復等について順次整備を進めます。 

 

②視覚障害者用誘導ブロックの改善 

誘導ブロック未設置部分の整備や破損箇所の修復を行います。 

また、事業者間との連携を図り、視覚障害者誘導用ブロックの敷設方法や歩道の連続性

の確保等、誰もが利用しやすい歩行空間の実現を図るよう検討を進めます。 

 

③歩道未整備区間の交通体系のあり方 

歩道の未整備区間については、道路の幅員や周囲の環境に考慮し、商店街を含め重点

整備地区内を快適に歩くことができる道路とします。 
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【県道】 

  

※現在、指摘されている不具合箇所については上記の計画とし、今後発生する不具合

箇所については維持管理の面から随時修繕いたします。 

 

【具体的な内容】 

※１ 現在、誘導ブロック上に設置されている車止めについて、誘導ブロックの位置

の改善を図り、視覚障害者が車止めにぶつからないように配慮します。 

※２ 田辺大通りの歩道をリニューアルすることで、破損箇所の解消、視覚障害者用

誘導ブロックの設置などの移動の円滑化を図ります。 

 

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

⑫歩道の新設

⑬誘導ブロックの新設

田辺白浜線
（湊本通り）

⑩歩道の新設

文里港線
（田辺大通り）

秋津川田辺線
(駅前新通り)

田辺龍神線
(海蔵寺通り)

②歩行空間の整備※２

（機能向上リニューアル）

⑥歩道上の植栽等の維持管理

⑦溝蓋の改修

⑧グレーチングの改修
　(幅を狭く)

③歩道の改修（凸凹及び破損）

④誘導ブロックの改修

⑤溝蓋の改修及び設置

⑪誘導ブロックの新設

⑨舗装の改善
　(破損、凸凹、傾斜)

路線名 内　　容
スケジュール

紀伊田辺停車場線
（駅前通り）

①歩道上の車止め及び誘導
　ブロックの改善※１
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【市道】 

 

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

スケジュール

⑥グレーチングの改修
　(幅を狭く)

下屋敷文里湊線
（宮路通り）

扇ヶ浜龍神橋線
（紀南文化会館～
銀座通り角）

湊栄町１号線
(湊本通り、北新
町、栄町)

⑤舗装の改修

湊70号線

⑦舗装の改修

⑧グレーチングの改修
　(幅を狭く)

路線名 内　　容

元町江川文里港線
(扇ヶ浜交差点～
紀南文化会館)

①歩道の改善

②溝蓋の設置

③グレーチングの改修
　(幅を狭く)

④歩車共存型道路の整備※１

 

 

現在、指摘されている不具合箇所については上記の計画とし、今後発生する不具合

箇所については維持管理の面から随時修繕いたします。 

 

【具体的な内容】 

※１ カラー舗装、セットバックにより歩行空間の確保を図ることで、歩車共存によ

る歩きやすいまちづくりをめざします。 
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(3)建築物特定事業 

建築物特定事業の対象となる生活関連施設は、田辺市役所本庁舎、田辺市民総合

センター及び紀南文化会館で、整備方針に基づき改修・改善を行います。エレベー

ターについては、聴覚障害者対応の応答灯により緊急時の通報確認ができるシステ

ムを構築することとし、ガラス窓についてはエレベーターの更新時に検討します。 

 

1) 田辺市役所本庁舎(田辺市) 

 

2)田辺市民総合センター(田辺市) 

  

3)紀南文化会館（田辺市） 

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

スケジュール

①1階出入口の改修※1

②２階玄関のスロープ誘導案内の設置

内　　容

③ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに障害者対応の応答灯設置※2

④障害者用駐車場の案内表示の改善※3

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

スケジュール

①ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに障害者対応の応答灯設置※2

②障害者用駐車場の案内表示※3

内　　容

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

⑧階段手すりの点字表示の設置

③障害者用駐車場の案内表示※3

④１階ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの乗降支援体制の整備※4

⑤車いす使用者用観覧位置の改善

⑥障害者用便所の案内表示の改善

⑦障害者用便所の改善

内　　容
スケジュール

①屋外スロープ誘導案内の設置

②ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに障害者対応の応答灯設置※2
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【具体的な内容】 

※１ 食堂側及び宿直側の出入口について、車いす等がスムーズに通行できる幅の確

保等により、車いす使用者等が安心して１階から利用できるようにします。 

※２ 緊急時において聴覚障害者がエレベーター内に閉じ込められた際に、緊急連絡

先との対応の状況が確認できるシステムを整備します。 

※３ 障害者用駐車場の利用について、内部障害や一時的なけが人などの利用を含め

た利用対象者の案内をすることで、適正な障害者用駐車場の利用の啓発を実施し

ます。 

※４ 紀南文化会館１階からのエレベーター（市道扇ヶ浜龍神橋線側）の乗降につい

て、車いす使用者等が館内を利用する際に１階に設置しているインターホンを利

用することで、職員が乗降の手助けをいたします。また、ホームページ等を通じ

て、紀南文化会館１階西側からのエレベーターの乗降利用の案内の周知を図りま

す。 

 

 

(4)交通安全特定事業 

重点整備地区内の生活関連経路の信号は、すべて障害者対応のものを導入し、障

害者・高齢者が渡りやすい歩行時間を確保します。 

迷惑駐車や駐輪を追放するため、関係機関との連携による広報啓発活動の実施

とともに重点的取締りを実施します。 

 

【具体的な内容】 

※１ 視覚障害者に配慮した音響機能付き信号機や、歩行時間確保ための「おもい

やり信号」を設置することで、視覚障害者等の歩行の安全を確保します。 

 

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

警察
田辺市

内　　容 事業者
スケジュール

①バリアフリー対応型
　信号機の整備※１

公安委員会

②迷惑駐車･駐輪の取締り
  の実施及び啓発活動
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２．その他の事業 

 

(1)ＪＲ紀伊田辺駅前広場 

ＪＲ紀伊田辺駅前広場については、交通ターミナル機能の強化、ロータリー化に

より交通混雑を防ぐとともにバリアフリー化に必要な整備を行います。 

 

(2)分かりやすい情報システムの構築 

①分かりやすい情報手段の構築 

高齢者、障害者等が利用可能な市街地の観光施設や公衆便所、乳幼児ベッドな

どバリアフリー情報が掲載された総合的なパンフレット（バリアフリーマップ）

を作成し、市窓口や観光案内所などに設置します。 

  

②観光客など来訪者にとっての情報手段 

田辺市や田辺観光協会など各機関が出している観光情報の一元化を図り、高齢

者、障害者等が旅の計画ができる案内情報を提供します。 

また、手話通訳や介助者などの人的サポートや補助具などのレンタル機能に関

する情報など総合的な案内情報を提供します。 

 

【具体的な内容】 

※１ 高齢者、障害者等の人的サポートや、車いす等補助具のレンタル機能を充実

し、受け入れ体制の整備を図ります。 

 

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

内　　容
スケジュール

事業者

①バリアフリーマップの作成
（バス停、歩道、便所など）

田辺市

②バリアフリーマップの情報
　更新

田辺市

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

スケジュール

②バス乗降システムの整備
田辺市、バス事業
者ほか関係機関

内　　容 事業者

①駅前広場の案内表示の
　整備

田辺市、バス事業
者ほか関係機関

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

スケジュール
事業者

田辺市

内　　容

①ホームページの充実 田辺市

②受け入れ体制の整備※１
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(3)休憩施設 

バス停にベンチや上屋を整備することにより、小休憩できるように必要な整備を行

います。 

  

(4)公衆便所 

重点整備地区内における公衆便所のうち改善が必要な扇ヶ浜公園（カッパーク

内）、扇ヶ浜海岸駐車場、会津公園、とうけい公園の４箇所については、不適合箇

所の整備改善を進めるとともに、重点整備地区内の中間地点にあたる海蔵寺通りに

公衆便所を設置することで利便性の向上を図ります。 

 

(5)心のバリアフリーに対する取り組み 

心のバリアフリーの推進のために、以下の取り組みを実施します。 

【具体的な内容】 

※１ 福祉教育などにより教育現場において高齢者、障害者等に対する理解を深

める啓発に取り組むとともに、田辺市が実施する各地区における人権学習会

やまちづくり学びあい講座などにおいて高齢者、障害者等への理解啓発の研

修を実施することで広く市民に理解を求めます。 

※２ 心のバリアフリー啓発パンフレット（ハンドブック）を作成し、視覚障害

者用誘導ブロック（点字ブロック）への駐輪防止や、障害者用駐車場の不正

利用防止、道路上に障害物（看板、植木鉢）などを置かないなどを呼びかけ

などによるモラルやマナーの向上を図ります。 

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

①障害者用便所の改善 田辺市

③公衆便所の新設 田辺市

②荷物台、衣服かけフック
　の設置

田辺市

内　　容 事業者
スケジュール

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

内　　容 事業者

①高齢者、障害者等への
　理解啓発　※1

田辺市

②モラル、マナーの向上※２ 田辺市

スケジュール

短　期 中　期 長　期
（平成22年まで） （23年～27年） (28年以降）

スケジュール

龍神自動車株式
会社

明光バス株式会社

内　　容 事業者

バス停にベンチや上屋の
新設
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第９章 基本構想の推進方策 

 

今後、各特定事業者は、平成 20 年度以降、この基本構想に即し具体的な事業計画

を作成し、バリアフリー化のための事業を実施していくこととなります。 

この事業が一過性の取り組みで終わることなく、効果的かつ着実に実施されるた

めには、市民と行政のパートナーシップは必要不可欠であり、Plan「計画」、Do「実

施」、Check「点検」、Act「改善」の各段階において、市民と行政、関係事業者が連

携・協働して推進する体制の確立が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

田辺市 

バリアフリー 

基本構想 

策定協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の実施・評価・反映・見直し             

 

 

 

 

 

 

田辺市バリアフリー推進協議会(仮称)  
［市民・行政・事業者の連携した組織］ 

 

           【構成メンバー】 

学識経験者・障害者団体・高齢者団体・市民代表

行政、交通事業者、公安委員会など       

【役    割】 

計画の進捗状況、評価、検証  

今後の方向性についての協議 

 

H.20.3      

基本構想策定    事業計画    事業実施 

Pｌａｎ         Dｏ 

H22 H.23～          

継続的な事業実施 

改善・新たな提案 

   Aｃｔ  

進 捗 状 況

の確認 

Ｃｈｅｃk 
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１．田辺市バリアフリー推進協議会（仮称）の設置 

 

バリアフリー基本構想の実施に向けて、連絡、調整の場として「田辺市バリアフ

リー推進協議会（仮称）」を設置し、事業の進捗状況の確認や事業を推進する上での

様々な取り組みのための検討を行います。 

 

２．心のバリアフリーを進めるための啓発活動 

 

市民一人ひとりが、高齢者や障害者、あるいは妊産婦等に対する思いやりの心を

持ち、行動の特性等に対して理解を深めるため、市民が互いに協力し、理解と啓発

を促進する取り組みを推進します。 

障害者や高齢者のみならず、だれもが安心して歩くことができるよう、放置自転

車やバイクの追放や歩行者に配慮した車の運転などマナーやモラルの向上に向けた

講習会の開催やパンフレットの作成等の取り組みを進めます。 

また、心のバリアフリーを進める上での推進役となる市職員が適切な認識を持つ

必要があることから、職員に対する研修の充実を図ります。 

 

３．分かりやすい情報提供に向けた取り組み 

 

各関係機関の提供する情報の一元化を進めるとともに、バリアフリーマップの作

成とその活用を通じて、田辺市に適した分かりやすい情報提供を推進します。 

また、基本構想の内容や特定事業等の進捗状況について、市のホームページ等を

利用し市民に公開し、バリアフリーの意識の向上に努めます。 

 

４．関係団体との連携 

 

「田辺市バリアフリー推進協議会（仮称）」に参加する団体等を中心に、多くの

関係団体や事業者の協働、連携を図りながら、バリアフリー基本構想の確実な推進

に取り組みます。 
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本基本構想で使用する主な用語の意味は下記のとおりである。 

 

※移動等円滑化 

高齢者や障害者などの自立した日常生活及び社会生活を確保することが重要にな

っており、その前提として高齢者や障害者などの移動や施設の利用に係る身体の負

担を軽減することにより、その移動上または施設の利用上の利便性及び安全性を向

上することを移動等円滑化という。 

 

※オストメイト対応型便所 

直腸がんや膀胱がんなどにより、臓器に機能障害を負ったため、腹部に弁や尿の

排泄口（人工肛門・人口膀胱（通称ストーマ））を有するオストメイトの人が利用

しやすいように設計された便所。 

 

※紀の国障害者プラン 

計画では、障害のある人もない人も、社会の一員として互いに人権を尊重し合い、

共に和歌山に住んで良かったと実感できる共生社会の実現を掲げ、その実現のため、

主体性の尊重、地域社会での自立生活支援、社会参加の促進と能力発揮支援、共に

支え合う地域社会づくり、総合的施策の推進の基本的な考え方を示している。平成

16 年度から 24 年度までの計画で、バリアフリーに関しては、ユニバーサルデザイ

ンの観点から、障害のある人もない人も誰もが、自由に行動し安全で快適に生活で

きる福祉のまちづくりを推進するとしている。 

 

※交通バリアフリー法 

高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の利便性及び安全性の向上

を促進する法律。鉄道駅等の旅客施設及び車両等公共交通事業者によるバリアフリ

ー化を促進すること、市町村が作成する基本構想に基づき、旅客施設、周辺の道路、

駅前広場等のバリアフリー化を重点的・一体的に推進することが定められている。

平成 12 年 11 月施行されたが、バリアフリー新法の施行により廃止となった。 

 

※高齢社会対策大綱 

高齢社会対策基本法に基づき、高齢社会対策の中長期にわたる基本的かつ総合的

な指針として、平成 13 年 12 月に閣議決定された。平成８年に策定した前の大綱を

受け、高齢社会対策推進の基本姿勢を明確にするとともに、対策の一層の推進を図

るため、分野別の基本的施策の枠を越え、横断的に取り組む課題を設定し、関連施

策の総合的な推進を図ることを目的としている。バリアフリーに関しては、高齢者

等すべての人が安全・安心に生活し、社会参加できるよう、自宅から交通機関、ま

ちなかまでハード・ソフト両面にわたり連続したバリアフリー環境の整備を推進す

るとして、ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりの総合的推進や公共交通機

関のバリアフリー化、歩行空間の形成、道路交通環境の整備、建築物・公共施設等の
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改善等があげられている。 

 

※高齢者、障害者等 

この「バリアフリー新法」では、①65 歳以上の高齢者、②身体障害者、知的障害

者、精神障害者、自閉症などの発達障害者を含むすべての障害者、③妊娠、けがや

病気等のために日常生活又は社会生活に身体の機能上の制限を受ける人のことをい

う。 

 

※視覚障害者誘導用ブロック 

視覚障害者の歩行の道標となるよう、杖や足の裏の触感覚でその存在及び大まか

な形状を確認できるような突起を表面につけたブロックで、注意喚起のための警告

ブロック（点状ブロック）と、移動の方向を示す誘導ブロック (線状ブロック)の

２種類がある。 

 

※障害者基本計画 

「障害者対策に関する新長期計画」の「リハビリテーション」及び「ノーマライ

ゼーション」の理念を継承し、障害者の社会への参加、参画に向けた施策の一層の

推進を図るため、障害者施策の基本的方針について定めた計画であり、計画期間は、

平成 15 年度から 24 年度までとなっている。基本的な方針として、国民だれもが人

格と個性を尊重して相互に支え合う共生社会の実現をあげ、バリアフリーに関して、

ソフト、ハード両面にわたる社会のバリアフリー化を強力に推進し、ユニバーサル

デザインの観点からすべての人にとって生活しやすいまちづくり、ものづくりを推

進するとしている。 

 

※多目的便所 

高齢者や障害者、妊産婦、けが人や乳幼児連れの方など、あらゆる人の円滑な利

用に配慮した便所のこと。車いすなどが十分に入れる広さの確保、自動扉、手すり、

オストメイト対応設備、ベビーシート、荷物置きの施設など、利用しやすいように

色々な工夫がされている。 

 

※ 低床バス（ノンステップバス、ワンステップバス） 

高齢者や障害者が乗降しやすいようにバスの出入り口の床面を低くした構造のバス

のこと。床の高さが地上から 55～60cm 程度のものを「ワンステップバス」、乗降口の段

差をなくし、床の高さが地上から 30～35cm 程度のものを「ノンステップバス」という。 

 

※ ノーマライゼーションの理念 

障害のあるなしにかかわらず、不自由なくいきいきと生活できるまちこそが、すべて

の人にとって優しく暮らしやすいまちであるとの観点に立ち、高齢者、障害者はもとよ

り、子どもや女性などを含めたすべての人々が家庭や地域の中でともに生活する社会が

「あたり前の社会である」という考え方。 
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※ハートビル法 

病院や劇場、デパート等不特定多数の者が利用する建築物に対し、高齢者、身体

障害者等が円滑に利用することができるよう、エレベーターを設置するなどのバリ

アフリー化を促進する法律。平成６年９月施行、同 14 年 7 月に一部改正されたが、

バリアフリー新法の施行により廃止となった。 

 

※バリアフリー 

障害者などの行動を妨げる障壁(バリア)を取り除くという意味で、もともと建築

用語として登場し、建物内の段差解消など物理的な障壁の除去という意味合いが強

いが、より広く障害者の社会参加を困難にしている、①交通機関、建築物等による

物理的な障壁（バリア）、②資格制限等制度的な障壁（バリア）、③文化･情報面の障

壁（バリア）、④人間の意識や態度、行動等の背景にある心理的な障壁（バリア）を

取り除き、生活環境の改善図ることにより、障害者が社会活動を自由にできる社会

づくりをめざすという意味で用いられる。 

 

※バリアフリー情報マップ 

駅やその周辺や街中の一定の地区におけるエレベーター、エスカレーター、障害

者用便所などバリアフリー化施設の位置を地図上に記載したもの。 

 

※パブリックコメント 

行政機関が政策の立案を行おうとする際にその案を公表し、それに対して広く住民や

事業者などから意見や情報を提出して貰う機会を設け、行政機関は提出された意見等を

考慮して最終的な意志決定を行うもの。 

 

※ユニバーサルデザイン 

すべての人のためのデザインであり、まちづくりやものづくりを進めるにあたり、年

齢、性別、体格、障害のあるなしにかかわらず、人びとが持つさまざまな特性を超えて、

「設計段階からできる限りすべての人が使いやすい、すべての人に配慮した」環境、施

設、製品等のデザインを進めること。 

 

※和歌山県福祉のまちづくり条例 

障害者や高齢者等の行動や社会参加の機会を阻んでいるさまざまな障壁を取り除

き、すべての人がみずからの意思で自由行動し、主体的に社会参加ができ、共に地

域社会で快適に暮らせる福祉のまちづくりを推進していくことが必要であるとして、

平成 8年 10 月に施行された。同時に施行規則も定められ、対象施設となる公共的施

設などの規定、建築物や道路等の整備基準が設けられている。平成 18 年 10 月には、

少子・高齢化の進展、ノーマライゼーションの理念の浸透、ユニバーサルデザイン

の考え方の普及など、福祉のまちづくりを取り巻く状況が大きく変化してきたこと

などを踏まえ、対象施設や整備基準等の規則の見直しを行った。 
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田辺市バリアフリ－基本構想策定協議会設置要綱 

 

（設置） 

第 1 条 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成 18 年法律第

91 号。以下「法」という。）に基づく田辺市バリアフリ－基本構想（以下「基本構

想」という。）の策定に当たり、移動等の円滑化に関する調査及び検討を行うととも

に、高齢者及び障害者をはじめ関係者の意見を基本構想に反映させるため、田辺市

バリアフリ－基本構想策定協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（組織） 

第２条  協議会は、委員 24 人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

 （1）学識経験者 

（2）住民の代表者 

（3）公共交通事業者等の代表者 

（4）関係行政機関の代表者 

（5）田辺市職員 

３ 前項第５号に規定する者は、政策調整部長、保健福祉部長、商工観光部長及び建

設部長をもって充てる。 

（委員の任期） 

第３条 委員の任期は、基本構想の策定が終了するまでの間とする。 

（会長及び副会長） 

第４条 協議会に、会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

 （会議） 

第５条 協議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 協議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長

の決するところによる。  

４ 協議会の会議において必要があると認めたときは、委員以外の者の出席を求め、

説明又は意見を聴くことができる。 

 （協議事項） 

第６条 協議会は、次に掲げる事項について、協議及び調整を行う。 

 （１）基本構想策定に関する基本的な事項に関すること。 

 （２）重点整備地区における移動等円滑化の基本的な方針に関すること。 

 （３）移動等円滑化のために実施すべき特定事業その他の事業に関すること。 

 （４）その他基本構想の策定のために必要な事項に関すること。 



 
 

 84

 （庶務） 

第７条 協議会の庶務は、田辺市保健福祉部やすらぎ対策課において処理する。 

 （補則） 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協

議会に諮って定める。 

    

附 則 

この要綱は、平成１９年７月４日から施行する。 
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田辺市バリアフリー基本構想策定協議会策定協議会の経過 

 

第１回 策定協議会   平成 19 年７月 11 日 

 

第２回 策定協議会   平成 19 年８月 29 日 

 

第３回 策定協議会   平成 19 年 11 月７日 

 

第４回 策定協議会   平成 20 年１月 25 日 

 

第５回 策定協議会   平成 20 年２月 26 日 

 

第６回 策定協議会   平成 20 年３月 24 日 
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田辺市バリアフリー基本構想策定競技化委員名簿 

 （◎会長 ○副会長） 

氏名 所属及び役職名 区分 

◎辻本 勝久 国立大学法人 和歌山大学准教授 学識経験者 

谷地  昇 田辺市自治会連絡協議会 副会長 住民代表 

中根 富藏 田辺商工会議所 副会頭 住民代表 

谷峯 正美 田辺市商店街振興組合連合会 理事長 住民代表 

木下 凱弘 田辺市老人クラブ連合会田辺支部 アタゴ長命会 会長 住民代表 

志波 元昭 田辺市人権擁護連盟 理事長 住民代表 

中西 力三郎 田辺視覚障害者福祉協会 会長 住民代表 

田中 稔 田辺市肢体障害者部会 会長 住民代表 

北 武尚 田辺市聴覚障害者協会 会長 住民代表 

○髙田 英雄 田辺市障害児者父母の会 会長 住民代表 

早稲田 早苗 紀南地区精神障害者家族会 八起き会 会長 住民代表 

大久保 尚洋 （社）日本自閉症協会和歌山県支部中紀分会 分会長 住民代表 

清水 活志 西日本旅客鉄道株式会社和歌山支社企画・財務室 室長 公共交通事業者代表 

榎本 俊生 龍神自動車株式会社運輸部 次長 公共交通事業者代表 

田中 良樹 明光バス株式会社 事業本部長 公共交通事業者代表 

玉井 道泰 西日本ジェイアールバス株式会社紀伊田辺営業所 所長 公共交通事業者代表 
 

沢田 道彦 国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所 事務所長 関係行政機関代表 

百々 薫 和歌山県企画部計画局総合交通政策課 課長 関係行政機関代表 

谷口 正史 和歌山県西牟婁振興局建設部 部長 関係行政機関代表 

中村 佳澄 田辺警察署  署長 関係行政機関代表 

山崎 清弘 田辺市政策調整部 部長 田辺市職員 

田中 敦 田辺市保健福祉部 部長 田辺市職員 

松本 純一 田辺市商工観光部 部長 田辺市職員 

橘 長弘 田辺市建設部 部長 田辺市職員 
 

〇アドバイザー 

村上 滋俊 国土交通省近畿運輸局和歌山運輸支局首席運輸企画専門官 

 
 


